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第4章 第一種事業に係る計画段階配慮事項に関する調査、予測及び評価の結果 

4.1 計画段階配慮事項の選定の結果 

4.1.1 計画段階配慮事項の選定 

本事業に係る環境の保全のために配慮すべき事項（以下「計画段階配慮事項」という。）に

ついては、「発電所の設置又は変更の工事の事業に係る計画段階配慮事項の選定並びに当該計

画段階配慮事項に係る調査、予測及び評価の手法に関する指針、環境影響評価の項目並びに当

該項目に係る調査、予測及び評価を合理的に行うための手法を選定するための指針並びに環境

の保全のための措置に関する指針等を定める省令」（平成 10 年通商産業省令第 54 号）（以下

「発電所アセス省令」という。）の別表第 5 においてその影響を受けるおそれがあるとされる

環境要素に係る項目（以下「参考項目」という。）を勘案しつつ、本事業の事業特性及び地域

特性を踏まえ、表 4.1-1 のとおり計画段階配慮事項を選定した。 

「計画段階配慮手続に係る技術ガイド」（環境省計画段階配慮技術手法に関する検討会、平

成 25 年）において、「計画熟度が低い段階では、工事の内容や期間が決定していないため予測

評価が実施できない場合もある。このような場合には、計画熟度が高まった段階で検討の対象

とすることが望ましい。」とされている。 

工事中の項目については、工事用資機材の搬出入及び建設機械の稼働は船舶により海上で実

施される計画であるものの、工事計画の熟度が低いことから、工事の実施による影響は対象と

しないこととした。なお、方法書以降の手続きにおいては「工事用資材等の搬出入、建設機械

の稼働及び造成等の施工による一時的な影響」に係る環境影響評価を実施する。 
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表 4.1-1 計画段階配慮事項の選定 

 
 

工事の実施 

土地又は工

作物の存在

及び供用 

工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入 

建
設
機
械
の
稼
働 

造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在 

施
設
の
稼
働 

環境の自然的構成要

素の良好な状態の保

持を旨として調査、

予測及び評価される

べき環境要素 

大気環境 

大気質 
窒素酸化物      

粉じん等      

騒音及び 
超低周波音 

騒音及び超低周波音     
 

○ 

振動 振動     
 

 
 

水環境 
水質 水の濁り      

底質 有害物質      

その他の

環境 

地形及び地

質 
重要な地形及び地質      

 

その他 風車の影     
 

○ 

生物の多様性の確保

及び自然環境の体系

的保全を旨として調

査、予測及び評価さ

れるべき環境要素 

動物 

重要な種及び注目すべき生

息地（海域に生息するもの

を除く。） 

   ○ 

海域に生息する動物    ○  

植物 

重要な種及び重要な群落

（海域に生育するものを除

く。） 

     
 

海域に生育する植物    ○  

生態系 地域を特徴づける生態系     

人と自然との豊かな

触れ合いの確保を旨

として調査、予測及

び評価されるべき環

境要素 

景観 
主要な眺望点及び景観資源

並びに主要な眺望景観 

   ○  
 

人と自然との触れ合い

の活動の場 

主要な人と自然との触れ合

いの活動の場 

     
 

環境への負荷の量の

程度により予測及び

評価されるべき環境

要素 

廃棄物等 
産業廃棄物     

 

 
 

残土    

    

一般環境中の放射性

物質について調査、

予測及び評価される

べき環境要素 

放射線の量 放射線の量    

  
注：1.       は、「発電所アセス省令」第 21 条第 1 項第 5 号に定める「風力発電所 別表第 5」に示す参考項目であ

り、   は、同省令第 26 条の 2 第 1 項に定める「別表第 11」に示す放射性物質に係る参考項目である。 

2.「○」は、計画段階配慮事項として選定した項目を示す。  

影 響 要 因 の 区 分 

環 境 要 素 の 区 分 
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4.1.2 計画段階配慮事項の選定理由 

計画段階配慮事項として選定する理由又は選定しない理由は、表 4.1-2 のとおりである。な

お「4.1.1 計画段階配慮事項の選定」のとおり、本配慮書においては工事の実施による影響

を対象としないこととした。 

 

表 4.1-2 計画段階配慮事項として選定する理由又は選定しない理由 

（土地又は工作物の存在及び供用） 

環境要素 影響要因 
選

定 
選定する理由又は選定しない理由 

大気 

環境 

騒音及

び超低

周波音 

騒音及

び超低

周波音 

施設の稼働 ○ 事業実施想定区域及びその周囲において、配慮が特に必

要な施設等に対して、施設の稼働に伴う騒音及び超低周

波音が影響を及ぼす可能性があることから、重大な影響

のおそれのある環境要素として選定する。 

その他の

環境 

地形及

び地質 

重要な

地形及

び地質 

地形の改変及

び施設の存在 

× 事業実施想定区域には、「日本の地形レッドデータブッ

ク第 1 集」（日本の地形レッドデータブック作成委員

会、平成 12 年）や「文化財保護法」（昭和 25 年法律第

214 号）で選定された、学術上又は希少性の観点から重

要な地形及び地質が存在しないことから、重大な影響の

おそれのある環境要素として選定しない。 

その他 風車の

影 

施設の稼働 ○ 事業実施想定区域及びその周囲において、配慮が特に必

要な施設等に対して、施設の稼働に伴う風車の影が影響

を及ぼす可能性があることから、重大な影響のおそれの

ある環境要素として選定する。 

動物 重要な種及び注

目すべき生息地

（海域に生息す

るものを除く） 

地形改変及び

施設の存在、

施設の稼働 

○ 事業実施想定区域に陸域は含まれないが、鳥類に関して

は事業実施想定区域上空を飛翔することにより影響を及

ぼす可能性があることから、重大な影響のおそれのある

環境要素として選定する。 

海域に生息する

動物 

地形改変及び

施設の存在 

○ 事業実施想定区域において、海域に生息する動物に対し

て影響を及ぼす可能性があることから、重大な影響のお

それのある環境要素として選定する。 

植物 重要な種及び重

要な群落（海域

に生育するもの

を除く） 

地形改変及び

施設の存在 

× 事業実施想定区域に陸域は含まれず、重要な種及び重要

な群落が消失するおそれがないため、重大な影響のおそ

れのある環境要素として選定しない。 

海域に生育する

植物 

地形改変及び

施設の存在 

○ 事業実施想定区域において、海域に生育する植物に対し

て影響を及ぼす可能性があることから、重大な影響のお

それのある環境要素として選定する。 

生態系 地域を特徴づけ

る生態系 

地形改変及び

施設の存在、

施設の稼働 

× 「発電所に係る環境影響評価の手引」（経済産業省、令

和 2 年）によれば、海域の生態系については種の多様性

や種々の環境要素が複雑に関与し、未解明な部分も多い

とされていることから、重大な影響のおそれのある環境

要素として選定しない。 

景観 主要な眺望点及び

景観資源並びに主

要な眺望景観 

地形改変及び

施設の存在 

○ 事業実施想定区域及びその周囲において、主要な眺望点

に対して、新たな施設の存在に伴う眺望景観の変化が想

定されることから、重大な影響のおそれのある環境要素

として選定する。 

人と自然

との触れ

合いの活

動の場 

主要な人と自然

との触れ合いの

活動の場 

地形改変及び

施設の存在 

× 事業実施想定区域に地域の主要な人と自然との触れ合い

の活動の場（野外レクリエーション地等）が存在せず、

人と自然との触れ合いの活動の場が消失するおそれがな

いため、重大な影響のおそれのある環境要素として選定

しない。 

注：1.「○」は選定した項目を示す。 

2.「×」は選定しなかった項目を示す。 

 



4.2-1 

(268) 

4.2 調査、予測及び評価の手法 

選定した計画段階配慮事項に係る調査、予測及び評価の手法は表 4.2-1、計画段階配慮事項の

評価方法の判断基準は表 4.2-2 のとおりである。 

なお、動物及び植物については、文献その他の資料の収集のみでは得られない地域の情報も

あることから、専門家等へのヒアリングも実施することとした。 

 

表 4.2-1(1) 調査、予測及び評価の手法 

環境要素の区分 調査手法 予測手法 評価手法 

大

気

環

境 

騒音及

び超低

周波音 

騒音及び 

超低周波音 

配慮が特に必要な施設等

の状況を文献その他の資

料により調査した。ま

た、騒音に係る環境基準

の類型指定の状況等につ

いても調査した。 

事業実施想定区域と配慮

が特に必要な施設等との

位置関係（最短距離）を

整理し、事業実施想定区

域から 2.0km※1 の範囲に

ついて 0.5km 間隔で配慮

が特に必要な施設等の戸

数を整理した。 

予測結果を基に、重大な

環境影響の回避又は低減

が将来的に可能であるか

を評価した。 

そ

の

他

の

環

境 

その他 風車の影 配慮が特に必要な施設等

の状況を文献その他の資

料により調査した。 

事業実施想定区域と配慮

が特に必要な施設等との

位置関係（最短距離）を

整理し、事業実施想定区

域から 2.0km※2 の範囲に

ついて 0.5km 間隔で配慮

が特に必要な施設等の戸

数を整理した。 

予測結果を基に、重大な

環境影響の回避又は低減

が将来的に可能であるか

を評価した。 

動 物 

 

重要な種及び注

目すべき生息地 

(海域に生息す

るものを除く) 

動物の生息状況につい

て、文献その他の資料及

び専門家等へのヒアリン

グにより調査した。 

文献その他の資料調査結

果及び専門家等へのヒア

リング結果から、各種の

生態特性等を基に、事業

実施想定区域内の各種の

生息環境の有無を整理し

た。 

予測結果を基に、地形改

変及び施設の存在並びに

施設の稼働が重要な種及

び注目すべき生息地に与

える影響を評価した。 

海域に生息 

する動物 

動物の生息状況につい

て、文献その他の資料及

び専門家等へのヒアリン

グにより調査した。 

文献その他の資料調査結

果及び専門家等へのヒア

リング結果から、改変さ

れる内容及び程度を検討

し、生息環境の変化に伴

う影響について予測し

た。 

予測結果を基に、地形改

変及び施設の存在が重要

な種及び注目すべき生息

地に与える影響を評価し

た。 

植 物 海域に生育 

する植物 

植物の分布状況につい

て、文献その他の資料及

び専門家等へのヒアリン

グにより調査した。 

文献その他の資料調査結

果及び専門家等へのヒア

リング結果から、改変さ

れる内容及び程度を検討

し、生育環境の変化に伴

う影響について予測し

た。 

予測結果を基に、地形改

変及び施設の存在が海生

植物に与える影響を評価

した。 

                                                        
※1「風力発電所の環境影響評価のポイントと参考事例」（環境省総合環境政策局、平成 25 年）によると、国内の先

行実施モデル事業における検討事例において、2.0km 以内に存在する影響対象（住宅等）を 500m ごとに整理する

予測方法が採用されている。また、「風力発電施設から発生する騒音等への対応について」（風力発電施設から発

生する騒音等の評価手法に関する検討会、平成 28 年）によると、住居等、風車騒音により人の生活環境に環境

影響を与えるおそれがある地域に関して、「発電所アセス省令では、発電所一般において環境影響を受ける範囲

であると認められる地域は、事業実施想定区域及びその周囲 1km の範囲内としている。」と記載されている。 

以上を踏まえ、配慮書段階では安全側として 2.0km の範囲を設定した。 

※2「風力発電所の環境影響評価のポイントと参考事例」（環境省総合環境政策局、平成 25 年）における、海外のア

セス事例の予測範囲より最大値を設定した。 
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表 4.2-1(2) 調査、予測及び評価の手法 

環境要素の区分 調査手法 予測手法 評価手法 

景 観 主要な眺望点

及び景観資源

並びに主要な

眺望景観 

主要な眺望点及び景観資

源の状況について、文献

その他の資料により調査

した。 

①主要な眺望点及び景観資

源への直接的な影響 

地形改変及び施設の存在に

伴う主要な眺望点及び景観

資源への影響について、事

業実施想定区域との位置関

係より直接改変の有無を予

測した。 

 

②主要な眺望景観への影響 

a．風力発電機の介在の可

能性 

主要な眺望点、景観資源及

び事業実施想定区域の位置

関係により風力発電機の介

在の可能性を予測した。 

b．主要な眺望点からの風

力発電機の視認可能性 

主要な眺望点の周囲につい

て、メッシュ標高データを

用いた数値地形モデルによ

るコンピュータ解析を行

い、風力発電機が視認され

る可能性のある領域を可視

領域として予測した。 

c．主要な眺望点からの風

力発電機の見えの大きさ 

各眺望点と事業実施想定区

域の最寄り地点までの最短

距離を基に、風力発電機の

見えの大きさ（垂直視野

角）について予測した。 

予測結果を基に、重大な

環境影響の回避又は低減

が将来的に可能であるか

を評価した。 
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表 4.2-2 計画段階配慮事項の評価方法の判断基準 

環境要素の区分 
評価の方法 

(配慮書段階) 

重大な影響が 

ない 
重大な影響の可能性がある 重大な影響がある 

大気 

環境 

騒音及び超

低周波音 

事業実施想定

区域と配慮が

特に必要な施

設等との位置

関係 

事業実施想定区

域の周囲に配慮

が特に必要な施

設等が分布しな

い。 

事業実施想定区域の周囲に配

慮が特に必要な施設等が分布

するが、位置の状況から、以

降の手続きにおいて風力発電

機の配置や構造等を検討する

ことにより影響の回避又は低

減が可能。 

事業実施想定区域の周囲

に配慮が特に必要な施設

等が分布し、位置の状況

から、以降の手続きにお

ける検討では影響の回避

又は低減が困難。 

その 

他の 

環境 

風車の影 事業実施想定

区域と配慮が

特に必要な施

設等との位置

関係 

事業実施想定区

域の周囲に配慮

が特に必要な施

設等が分布しな

い。 

事業実施想定区域の周囲に配

慮が特に必要な施設等が分布

するが、位置の状況から、以

降の手続きにおいて風力発電

機の配置や構造等を検討する

ことにより影響の回避又は低

減が可能。 

事業実施想定区域の周囲

に配慮が特に必要な施設

等が分布し、位置の状況

から、以降の手続きにお

ける検討では影響の回避

又は低減が困難。 

動物 重要な種及

び注目すべ

き生息地 

（海域に生

息するもの

を除く） 

重要な種等の

分布状況 

事業実施想定区

域及びその周囲

に重要な種等が

分布しない。 

事業実施想定区域及びその周

囲に重要な種等が分布する可

能性があるが、現地調査等に

より現況を把握し、また、適

切に影響の程度を予測し、必

要に応じて環境保全措置を検

討することにより影響の回避

又は低減が可能。 

事業実施想定区域及びそ

の周囲に重要な種等が分

布する可能性があり、以

降の手続きにおける検討

では影響の回避又は低減

が困難。 

海域に生息

する動物 

植物 海域に生育

する植物 

景観 主要な眺望

点及び景観

資源並びに

主要な眺望

景観 

①主要な眺望

点及び景観資

源の直接改変

の有無 

②主要な眺望

景観の変化の

程度 

①主要な眺望点

及び景観資源は

直接改変されな

い。 

②主要な眺望点

から風力発電機

が視認で き な

い。 

①事業実施想定区域に主要な

眺望点又は景観資源が分布す

るが、以降の手続きにおいて

風力発電機の配置や構造等を

検討することにより影響の回

避又は低減が可能。 

②主要な眺望点から風力発電

機が視認できるが、主要な眺

望点と事業実施想定区域との

位置関係から、以降の手続き

において風力発電機の配置や

構造等を検討することにより

影響の回避又は低減が可能。 

①事業実施想定区域に主

要な眺望点又は景観資源

が分布し、以降の手続き

における検討では影響の

回避又は低減が困難。 

②主要な眺望点から風力

発電機が視認でき、主要

な眺望点と事業実施想定

区域との位置関係から、

以降の手続きにおける検

討では影響の回避又は低

減が困難。 
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4.3 調査、予測及び評価の結果 

4.3.1 騒音及び超低周波音 

1. 調 査 

(1)調査手法 

配慮が特に必要な施設等の状況を文献その他の資料により調査した。また、騒音に係る環境

基準の類型指定の状況等についても調査した。 

 

(2)調査地域 

事業実施想定区域及びその周囲（図 4.3-1 の範囲）とした。 

 

(3)調査結果 

文献その他の資料調査結果に基づき、事業実施想定区域及びその周囲において、配慮が特に

必要な施設等を抽出した。 

事業実施想定区域及びその周囲における配慮が特に必要な施設等は表 4.3-1、位置は図

4.3-1 のとおりである。配慮が特に必要な施設等は事業実施想定区域の周囲に分布するが、事

業実施想定区域内には存在しない。 

また、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に基づく環境基準は

表 4.3-2、地域の類型があてはめられた区域は図 4.3-2 のとおりである。事業実施想定区域の

周囲に、地域の類型があてはめられた区域が存在する。 
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表 4.3-1(1) 事業実施想定区域の周囲における配慮が特に必要な施設（学校） 

区 分 番号 施設名 所在地 

幼稚園 1 本荘幼稚園 由利本荘市東町 56 

小学校 

2 豊岩小学校 秋田市豊岩豊巻字内縄尻 90 

3 下浜小学校 秋田市下浜羽川字水垂 92 

4 戸島小学校 秋田市河辺戸島字本町 123 

5 雄和小学校 秋田市雄和石田字蟹沢 40 

6 新山小学校 由利本荘市石脇字山ノ神 11 

7 鶴舞小学校 由利本荘市水林 

8 尾崎小学校 由利本荘市桜小路 1 

9 子吉小学校 由利本荘市薬師堂字堂ノ下 93-2 

10 小友小学校 由利本荘市館前字後田 20 

11 石沢小学校 由利本荘市館字六角 167 

12 岩城小学校 由利本荘市岩城赤平字新鶴巻 4 

13 由利小学校 由利本荘市前郷字金神 110 

14 西目小学校 由利本荘市西目町沼田字新屋下 37-1 

15 岩谷小学校 由利本荘市岩谷町字十二柳 2 

16 大内小学校 由利本荘市中館字堤台 6 

17 平沢小学校 にかほ市平沢字画書面 37-1 

中学校 

18 豊岩中学校 秋田市豊岩豊巻字内縄尻 90-2 

19 下浜中学校 秋田市下浜羽川字水垂 92 

20 雄和中学校 秋田市雄和石田字蟹沢 40 

21 本荘北中学校 由利本荘市石脇字山ノ神 11-304 

22 本荘南中学校 由利本荘市水林 466 

23 本荘東中学校 由利本荘市薬師堂字境橋 77 

24 岩城中学校 由利本荘市岩城二古字向村 20-1 

25 由利中学校 由利本荘市前郷字根堀台 39 

26 西目中学校 由利本荘市西目町出戸字浜山 6-107 

27 大内中学校 由利本荘市中館字堤台 6 

高等学校 

28 本荘高等学校 由利本荘市陳場岱 6 

29 由利高等学校 由利本荘市川口字愛宕山 1-1 

30 由利工業高等学校 由利本荘市石脇田尻 30 

31 西目高等学校 由利本荘市西目町沼田字新道下 2-142 

大学 
32 国際教養大学 秋田市雄和椿川字奥椿岱 193-2 

33 秋田県立大学 由利本荘市土谷海老ノ口 84-4 

特別支援学校 34 ゆり養護学校 由利本荘市水林 456-3 

「国土数値情報（学校データ）」（国土交通省国土政策局国土情報課 HP、閲覧：令和 2 年 6 月） 

「秋田県内幼稚園一覧」、「秋田県内の小中学校一覧」、「大学・学校」（秋田県 HP 閲覧：令和 2 年 6 月）      

より作成 
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表 4.3-1(2) 事業実施想定区域の周囲における配慮が特に必要な施設（医療機関） 

区 分 番号 施設名 所在地 

医療機関 

35 加藤病院 秋田市河辺戸島上野 4-3 

36 下浜診療所 秋田市下浜羽川字下山 48-132 

37 下浜歯科医院 秋田市下浜羽川字下山 48-125 

38 国立病院機構 あきた病院 由利本荘市岩城内道川字井戸の沢 84-40 

39 歯科岩城クリニック 由利本荘市岩城内道川字新鶴潟 3-8 

40 風平診療所 由利本荘市岩城内道川字馬道 44-7 

41 佐々木医院 由利本荘市岩城亀田大町字蔵小路 43 

42 蔵小路歯科クリニック 由利本荘市岩城亀田大町字蔵小路 11 

43 松ケ崎診療所 由利本荘市神沢字浜辺 111-1 

44 いとう内科医院 由利本荘市大内三川字大内三川 9 

45 鈴木歯科診療所 由利本荘市大内三川字白山田 86-1 

46 吉尾医院 由利本荘市岩谷町字日渡 220 

47 金内歯科医院 由利本荘市岩谷町字日渡 252 

48 鈴木歯科クリニック 由利本荘市石脇字山ﾉ神 11-1115 

49 五味デンタルクリニック 由利本荘市川口字家後 79-1 

50 由利組合総合病院 由利本荘市川口字家後 38 

51 さとうハートクリニック 由利本荘市石脇字田尻野 6-53 

52 やまだ糖尿病・胃腸内科クリニック 由利本荘市川口字高花 105-3 

53 藤原歯科医院 由利本荘市大浦字八走 124-1 

54 東京ホワイト歯科 由利本荘市川口字八幡前 252-1 

55 吉尾産婦人科医院 由利本荘市川口字八幡前 226-1 

56 作左部医院 由利本荘市石脇 46 

57 大坂歯科医院 由利本荘市石脇字田尻野 22-31 

58 本荘第一病院 由利本荘市岩渕下 110 

59 武田歯科医院 由利本荘市桶屋町 24 

60 おおくま歯科クリニック 由利本荘市赤沼下 423-1 

61 中央線診療所 由利本荘市岩渕下 39-2 

62 加藤医院 由利本荘市中町 22 

63 菅原病院 由利本荘市石脇字田尻 33 

64 斎藤歯科診療所 由利本荘市美倉町 47-1 

65 藤丸歯科医院 由利本荘市美倉町 16-1 

66 進藤歯科医院 由利本荘市谷山小路 18 

67 山田歯科医院 由利本荘市中竪町 42 

68 作左部歯科医院 由利本荘市中竪町 29 

69 猪股医院 由利本荘市給人町 6-2 

70 伊藤内科医院 由利本荘市東町 23 

71 佐々木医院 由利本荘市給人町 37-1 

72 奥山内科医院 由利本荘市花畑町 2-57-2 

73 しんどう歯科クリニック 由利本荘市砂子下 7-3 

74 工藤歯科医院 由利本荘市裏尾崎町 10 

75 わかまつ内科クリニック 由利本荘市東梵天 297-1 

76 本荘整形外科 由利本荘市花畑町 2-32-1 

77 内藤クリニック 由利本荘市中竪町 1 

78 早川眼科医院 由利本荘市裏尾崎町 4 

79 土田整形外科医院 由利本荘市砂子下 53 

80 浅野耳鼻咽喉科医院 由利本荘市表尾崎町 17-4 

81 高野歯科医院 由利本荘市表尾崎町 19-3 

82 五味歯科医院 由利本荘市東町 82 

83 清水泌尿器科内科医院 由利本荘市鶴沼 123 

84 あらため皮膚科医院 由利本荘市花畑町 4-34 

85 さはら歯科クリニック 由利本荘市中梵天 100-1 

86 さけみ小児科クリニック 由利本荘市西梵天 73 

87 前田眼科 由利本荘市東梵天 192-3 

88 志村歯科医院 由利本荘市花畑町 1-73 

89 早川クリニック 由利本荘市花畑町 1-116 
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表 4.3-1(3) 事業実施想定区域の周囲における配慮が特に必要な施設（医療機関） 

区 分 番号 施設名 所在地 

医療機関 

90 佐藤歯科医院 由利本荘市笹道 59 

91 御門歯科クリニック 由利本荘市本田仲町 72 

92 金子歯科医院 由利本荘市御門 224-2 

93 佐藤病院 由利本荘市小人町 117-3 

94 由利本荘医師会病院 由利本荘市水林 456-4 

95 阿部循環器内科 由利本荘市大鍬町 125 

96 あらまち歯科医院 由利本荘市荒町字改 65-1 

97 西目診療所 由利本荘市西目町沼田字新道下 2-410 

98 あいば歯科クリニック 由利本荘市西目町沼田字弁天前 40-317 

99 きくち医院 由利本荘市西目町沼田字新道下 2-71 

100 鮎川診療所 由利本荘市東鮎川字沢口 5-1 

101 斎藤歯科医院 にかほ市平沢字旭町 30 

102 松野医院 にかほ市平沢字旭町 9 

103 加藤医院 にかほ市平沢字上町 85-3 

104 すずき歯科医院 にかほ市平沢字清水尻 136-1 

105 すずらん診療所 にかほ市平沢字行ﾋ森 10-7 

106 小松歯科医院 にかほ市平沢字八森 24-3 

「国土数値情報（医療機関データ）」（国土交通省国土政策局国土情報課 HP、閲覧：令和 2 年 6 月） 

「病床機能報告（平成 30 年）」（秋田県 HP、閲覧：令和 2 年 6 月） 

「病院名簿（平成 31 年度）」（秋田県 HP、閲覧：令和 2 年 6 月）            より作成 

 

表 4.3-1(4) 事業実施想定区域の周囲における配慮が特に必要な施設（福祉施設） 

区 分 番号 施設名 所在地 

保育所 

107 秋田市川添保育所 秋田市雄和椿川字長者屋敷 33 

108 はねかわ保育所 秋田市下浜羽川字下山 48-105 

109 秋田市雄和中央保育所 秋田市雄和種沢字戸草沢 105 

110 道川保育園 由利本荘市岩城内道川字馬道 29 

111 亀田保育園 由利本荘市岩城亀田亀田町字田町 35-2 

112 松ヶ崎保育園 由利本荘市松ヶ崎字光禅寺前 99 

113 下川大内保育園 由利本荘市松本字上川原 14-2 

114 岩谷保育園 由利本荘市岩谷町字日渡 59-1 

115 上川大内保育園 由利本荘市小栗山字横道 11 

116 石脇西保育園 由利本荘市石脇字田尻 30-12 

117 石脇北保育園 由利本荘市石脇字竜巻 14 

118 由利組合総合病院保育所 由利本荘市川口字家後 38 

119 内越保育園 由利本荘市川口字愛宕山 137-2 

120 石脇東保育園 由利本荘市石脇字上ノ山 99 

121 ひかり保育園 由利本荘市八幡下 24-1 

122 本荘保育園 由利本荘市大門 13 

123 風の子保育園 由利本荘市御門 74 

124 中央保育園 由利本荘市薬師堂字谷地 127-3 

125 子吉保育園 由利本荘市藤崎字藤代 124-2 

126 小友保育園 由利本荘市館前字後田 49-1 

127 石沢保育園 由利本荘市館字六角 168-2 

128 ゆり保育園 由利本荘市前郷字家岸上堤 76 

129 
にかほ保育園 

つぼみ保育園 
にかほ市院内字嶋田 70 

幼保連携型

認定こども

園 

130 本荘カトリックこども園 由利本荘市給人町 100 

131 清徳幼稚園 清徳保育園 由利本荘市桜小路 43 

132 
学校法人鶴舞学園 認定こども園  

若草幼稚園・保育園 
由利本荘市東梵天 52 

133 幼保連携型認定こども園 西目こども園 由利本荘市西目町沼田字新屋下 37-1 

134 幼保連携型認定こども園 仁賀保 にかほ市平沢字町田１ 
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表 4.3-1(5) 事業実施想定区域の周囲における配慮が特に必要な施設（福祉施設） 

区 分 番号 施設名 所在地 

福祉施設 

135 介護老人保健施設ふれ愛の里 秋田市豊岩小山字中山 216-27 

136 介護老人保健施設シルバーケアセンター清遊園 秋田市河辺戸島字上野 4-3 

137 グループホーム国見ノ里 秋田市豊岩小山字前田表 158-3 

138 グループホーム・つばき苑 秋田市雄和椿川字小鹿野戸 39-2 

139 
ケアハウス花の家 

特別養護老人ホーム花の家 
秋田市雄和石田字苗代沢 18 

140 雄高園 秋田市雄和戸賀沢字金山沢 89-29 

141 独立行政法人国立病院機構あきた病院 由利本荘市岩城内道川字井戸ノ沢 84-40 

142 障害者支援施設｢はまなす園」 由利本荘市岩城内道川字烏森 150-297 

143 グループホーム夕なぎ 由利本荘市岩城内道川字水呑場 28-30 

144 
本荘由利広域市町村圏組合立特別養護老人ホー

ム広洋苑 
由利本荘市岩城内道川字上山 134 

145 高尾温泉デイサービス赤とんぼ 秋田市雄和女米木字高麗沢 8 

146 グループホーム田園 由利本荘市岩城富田字根本 10-22 

147 
ケアハウス高城 

介護老人保健施設あまさぎ園 
由利本荘市岩城富田字根本 9-3 

148 

ケアハウスみらい 

特別養護老人ホームおおうち 

グループホームたいよう 

由利本荘市岩谷町字ハケノ下 80-2 

149 大内高齢者生活支援ハウス「高台苑」 由利本荘市岩谷町ハケノ下 58 

150 障がい者支援事業所ぽぽろの家 由利本荘市大谷字大谷 170-1 

151 
介護老人保健施設ひまわりの里 

グループホーム望海の家 
由利本荘市浜三川字小山口 20 

152 特別養護老人ホームわかば 由利本荘市石脇字田尻野 8-3 

153 グループホーム本荘やすらぎ苑 由利本荘市石脇字山の神 11-383 

154 グループホームしんざんの里 由利本荘市石脇字山の神 11-714 

155 グループホームいなほ 由利本荘市大浦字八走 123-7 

156 虹の街グループホーム本荘 由利本荘市川口字下野 173-1 

157 特別養護老人ホーム夢うさぎ 由利本荘市石脇字石ノ花 194-230 

158 認知症対応型共同生活介護しょうぶの郷 由利本荘市石脇字尾花沢 57-22 

159 
ケアハウスふるさと学び舎 

指定介護老人福祉施設ふるさと学び舎 
由利本荘市土谷字新谷地 157 

160 指定介護老人福祉施設花ごよみ 由利本荘市土谷字新谷地 160 

161 介護老人保健施設しょうわ 由利本荘市石脇字田尻 33 

162 
社会福祉法人つるまい福祉会グループホーム花

瀬 
由利本荘市古雪町 123-2 

163 障害者自立支援センター「和」 由利本荘市石脇字田尻 108 

164 水林新生園 由利本荘市水林 457-5 

165 由利本荘地域生活支援センター 由利本荘市二番堰 25-1 

166 
本荘由利広域市町村圏組合立養護老人ホーム寿

荘 
由利本荘市水林 457-4 

167 特別養護老人ホームあじさいの郷 由利本荘市水林 459-2 

168 安心サポート本荘 由利本荘市水林 281-4 

169 由利本荘市特別養護老人ホーム東光苑 由利本荘市東由利蔵字蔵 83 

170 特別養護老人ホーム萬生苑 由利本荘市水林 284 

171 由利本荘地域生活支援センター 由利本荘市薬師堂山崎 145-7 

172 グループホームさくら家 由利本荘市薬師堂字中道 268-6 

173 障がい者支援事業所逢い 由利本荘市薬師堂字中道 268-3 

174 
ケアハウスひまわり 

特別養護老人ホームひまわり 
由利本荘市西目町海士剥字御月森 1 

175 秋田県心身障害者コロニー共同生活援助事業所 由利本荘市西目町沼田字新道下 679-8 

176 
介護老人保健施設グランドファミリー西目 

グループホームたんぽぽ西目 
由利本荘市西目町沼田字新道下 2-6 
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表 4.3 1(6) 事業実施想定区域の周囲における配慮が特に必要な施設（福祉施設） 

区 分 番号 施設名 所在地 

福祉施設 

177 グループホームゆり 由利本荘市前郷字御伊勢下 4-21 

178 
ケアハウス白百合苑 

特別養護老人ホーム白百合苑 
由利本荘市前郷字家岸 79-17 

179 共同生活援助事業所のどか にかほ市平沢字町田 48-11 

180 秋田県心身障害者コロニー 由利本荘市西目町出戸字孫七山 3-2 

181 グループホームかがやき にかほ市三森字午ノ浜 126-1 

182 

ケアハウス夢の木 

特別養護老人ホーム楽しいわが家 

安心サポート仁賀保 

にかほ市平沢字宝田 32 

183 グループホームひばり にかほ市平沢字堺田 14-1 

「国土数値情報（福祉施設データ）」（国土交通省国土政策局国土情報課 HP、閲覧：令和 2 年 6 月）        

「秋田県内保育所一覧」、「秋田県内認定こども園一覧」、「認可外保育施設一覧（秋田市所管分を除

く）」、「令和元年度社会福祉施設・法人便覧」（秋田県 HP、閲覧：令和 2 年 6 月） 

「認可外保育施設一覧」（秋田市 HP、閲覧：令和 2 年 6 月） 

                     より作成 
 

表 4.3-2 騒音に係る環境基準【一般地域】 

地域の類型 

基  準  値 

昼 間 

（6:00～22:00） 

夜 間 

（22:00～6:00） 

AA 50 デシベル以下 40 デシベル以下 

A 及び B 55 デシベル以下 45 デシベル以下 

C 60 デシベル以下 50 デシベル以下 

注：類型 AA：指定地域のうち静穏を必要とする療養施設、社会福祉施設、文教施設等が集合している地域である。 

類型 A：指定地域のうち低層住居専用地域、中高層住居専用地域である。 

類型 B：住居地域、準住居地域である。 

類型 C：近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業地域である。 

「騒音に係る環境基準について」 

（平成 10 年環境庁告示第 64 号、最終改正：平成 24 年 3 月 30 日）   より作成 
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図 4.3-1(1) 事業実施想定区域の周囲における配慮が特に必要な施設等の位置 
(学校・医療機関 拡大図 1)  

注：図に示す情報の出典は表 4.3-1 と同様である。  

約 1.3km 

約 1.7km 

約 1.3km 

約 2.3km 

約 1.2km 

約 1.6km 

約 1.6km 
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図 4.3-1(2) 事業実施想定区域の周囲における配慮が特に必要な施設等の位置 

（学校・医療機関 拡大図 2）  

約 1.0km 

約 1.1km 

約 1.2km 

約 1.6km 

注：図に示す情報の出典は表 4.3-1 と同様である。  
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図 4.3-1(3) 事業実施想定区域の周囲における配慮が特に必要な施設等の位置 

（学校・医療機関 拡大図 3）  

約 3.0km 

約 1.0km 

約 1.1km 

約 3.2km 

注：図に示す情報の出典は表 4.3-1 と同様である。  
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図 4.3-1(4) 事業実施想定区域の周囲における配慮が特に必要な施設等の位置 

（福祉施設 拡大図 1）  

約 2.0km 

約 1.6km 

約 1.4km 

約 2.2km 

約 1.2km 

注：図に示す情報の出典は表 4.3-1 と同様である。  
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図 4.3-1(5) 事業実施想定区域の周囲における配慮が特に必要な施設等の位置 

（福祉施設 拡大図 2）  

約 1.0km 

約 1.9km 

約 1.6km 

約 1.1km 

注：図に示す情報の出典は表 4.3-1 と同様である。  
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図 4.3-1(6) 事業実施想定区域の周囲における配慮が特に必要な施設等の位置 

（福祉施設 拡大図 3）  

約 2.9 約 2.9km

約 1.0km 

約 1.1km 

注：図に示す情報の出典は表 4.3-1 と同様である。  
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図 4.3-2 地域の類型があてはめられた区域  

騒音に係る環境基準の地域の種型を当ては

める地域の指定（平成 24 年由利本荘市告示

第 12 号）           より作成 
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2. 予 測 

(1)予測手法 

事業実施想定区域と配慮が特に必要な施設等との位置関係（最短距離）を整理し、事業実施

想定区域から2.0km※の範囲について0.5km間隔で配慮が特に必要な施設等の戸数を整理した。 

 

(2)予測地域 

調査地域と同様とした。 

 

(3)予測結果 

事業実施想定区域と配慮が特に必要な施設等との位置関係は表 4.3-3 及び図 4.3-3、事業実

施想定区域の周囲における配慮が特に必要な施設等の分布は、表 4.3-4 のとおりである。 

 

表 4.3-3 事業実施想定区域と配慮が特に必要な施設等との位置関係 

項目 住宅等 
住宅等以外 

学校 医療機関 福祉施設 

事業実施想定区域 

からの最短距離 
約 1.0km 約 1.6km 約 1.3km 約 1.2km 

「国土数値情報（学校データ）」（国土交通省国土政策局国土情報課 HP、閲覧：令和 2 年 6 月） 

「国土数値情報（医療機関データ）」（国土交通省国土政策局国土情報課 HP、閲覧：令和 2 年 6 月） 

「国土数値情報（福祉施設データ）」（国土交通省国土政策局国土情報課 HP、閲覧：令和 2 年 6 月） 

「秋田県内幼稚園一覧」、「秋田県内の小中学校一覧」、「大学・学校」（秋田県 HP、閲覧：令和 2 年 6 月） 

「病床機能報告（平成 30 年）」、「病院名簿（平成 31 年度）」（秋田県 HP、閲覧：令和 2 年 6 月） 

「秋田県内保育所一覧」、「秋田県内認定こども園一覧」、「認可外保育施設一覧（秋田市所管分を除く）」

（秋田県 HP、閲覧：令和 2 年 6 月） 

「認可外保育施設一覧」（秋田市 HP、閲覧：令和 2 年 6 月） 

「令和元年度社会福祉施設・法人便覧」（秋田県 HP、令和 2 年 6 月） 

「建築物の外周線」（基盤地図情報、閲覧：令和 2 年 6 月）                       より作成 

  

                                                        
※「風力発電所の環境影響評価のポイントと参考事例」（環境省総合環境政策局、平成 25 年）によると、国内の先

行実施モデル事業における検討事例において、2.0km 以内に存在する影響対象（住宅等）を 500m ごとに整理する

予測方法が採用されている。また、「風力発電施設から発生する騒音等への対応について」（風力発電施設から発

生する騒音等の評価手法に関する検討会、平成 28 年）によると、住居等、風車騒音により人の生活環境に環境影

響を与えるおそれがある地域に関して、「発電所アセス省令では、発電所一般において環境影響を受ける範囲であ

ると認められる地域は、事業実施想定区域及びその周囲 1km の範囲内としている。」と記載されている。 

以上を踏まえ、配慮書段階では安全側として 2.0km の範囲を設定した。 
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表 4.3-4 事業実施想定区域の周囲における配慮が特に必要な施設等の分布 

事業実施想定区域 

からの距離 

（km） 

住宅等 

住宅等以外 

合計 

学校 医療機関 福祉施設 

0～0.5 0 0 0 0 0 

0.5～1.0 0 0 0 0 0 

1.0～1.5 2,111 0 2 2 2,115 

1.5～2.0 3,927 3 4 10 3,944 

合計（総数） 6,038 3 6 12 6,059 

「国土数値情報（学校データ）」（国土交通省国土政策局国土情報課 HP、閲覧：令和 2 年 6 月） 

「国土数値情報（医療機関データ）」（国土交通省国土政策局国土情報課 HP、閲覧：令和 2 年 6 月） 

「国土数値情報（福祉施設データ）」（国土交通省国土政策局国土情報課 HP、閲覧：令和 2 年 6 月） 

「秋田県内幼稚園一覧」、「秋田県内の小中学校一覧」、「大学・学校」（秋田県 HP、閲覧：令和 2 年 6 月） 

「病床機能報告（平成 30 年）」、「病院名簿（平成 31 年度）」（秋田県 HP、閲覧：令和 2 年 6 月） 

「秋田県内保育所一覧」、「秋田県内認定こども園一覧」、「認可外保育施設一覧（秋田市所管分を除く）」

（秋田県 HP、閲覧：令和 2 年 6 月） 

「認可外保育施設一覧」（秋田市 HP、閲覧：令和 2 年 6 月） 

「令和元年度社会福祉施設・法人便覧」（秋田県 HP、閲覧：令和 2 年 6 月） 

「建築物の外周線」（基盤地図情報、閲覧：令和 2 年 6 月）                        より作成 
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図 4.3-3(1) 事業実施想定区域と配慮が特に必要な施設等との位置関係（学校・医療機関） 

約 1.3km 

約 1.0km 

約 2.3km 

約 1.3km 

約 1.7km 

約 1.6km 

約 1.2km 

約 1.6km 

約 1.1km 

約 3.2km 

約 3.0km 

注：図に示す情報の出典は表 4.3-1 と同様である。  
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図 4.3-3(2) 事業実施想定区域と配慮が特に必要な施設等との位置関係（福祉施設） 

約 2.2km 

約 1.6km 

約 1.4km 

約 1.2km 

約 2.0km 

約 1.6km 

約 1.9km 

約 1.0km 

約 2.9km 

約 1.1km 

注：図に示す情報の出典は表 4.3-1 と同様である。  
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3. 評 価 

(1)評価手法 

予測結果を基に、重大な環境影響の回避又は低減が将来的に可能であるかを評価した。 

 

(2)評価結果 

事業実施想定区域から、配慮が特に必要な施設等までの最短距離は約 1.0km である。また、

事業実施想定区域から 2.0km の範囲における配慮が特に必要な施設等は合計 6,059 戸で、この

うち住宅等が 6,038 戸、住宅等以外が 21 戸である。 

上記の状況を踏まえ、今後の環境影響評価手続き及び詳細設計において、以下に示す事項に

留意することにより、重大な影響を回避又は低減できる可能性が高いと評価する。 

・配慮が特に必要な施設等からの距離に留意して、風力発電機の配置及び機種を検討する。 

・超低周波音を含めた音環境を把握※し、風力発電機の選定状況に応じたパワーレベルを設

定したうえで予測計算を行うとともに、騒音及び超低周波音の影響の程度を把握し、必要

に応じて環境保全措置を検討する。予測計算に際しては、地形による回折効果、空気吸収

の減衰及び地表面の影響による減衰を考慮する。 

  

                                                        
※現地の残留騒音については配慮書の作成時点で把握しておらず、環境影響評価の手続きの過程で実施する調査に

より把握する。調査については、「騒音に係る環境基準の評価マニュアル」（環境省、平成 27 年）、「風力発電施設

から発生する騒音等への対応について」（風力発電施設から発生する騒音等の評価手法に関する検討会、平成 28

年）、「風力発電施設から発生する騒音等測定マニュアル」（環境省、平成 29 年）及び最新の知見等を参考に実施

する。 



 

 
4.3-19 

(289) 

4.3.2 風車の影 

1. 調 査 

(1)調査手法 

配慮が特に必要な施設等の状況を文献その他の資料により調査した。 

 

(2)調査地域 

事業実施想定区域及びその周囲（図 4.3-1 の範囲※1）とした。 

 

(3)調査結果 

文献その他の資料調査結果に基づき、配慮が特に必要な施設等を抽出した。 

事業実施想定区域の周囲における配慮が特に必要な施設等の状況は表 4.3-1※1、事業実施想

定区域と配慮が特に必要な施設等との位置関係は図 4.3-3※1のとおりである。 

配慮が特に必要な施設等は事業実施想定区域の周囲に分布するが、事業実施想定区域内には

存在しない。 

 

2. 予 測 

(1)予測手法 

事業実施想定区域と配慮が特に必要な施設等との位置関係（最短距離）を整理し、事業実施

想定区域から 2.0km※2 の範囲について 0.5km 間隔で配慮が特に必要な施設等の戸数を整理した。 

 

(2)予測範囲 

調査地域と同様とした。 

 

(3)予測結果 

事業実施想定区域と配慮が特に必要な施設等との位置関係は表 4.3-3※1 及び図 4.3-3※1、事

業実施想定区域の周囲における配慮が特に必要な施設等の分布は、表 4.3-4※1 のとおりである。 

 

 

  

                                                        
※1 「4.3.1 騒音及び超低周波音」参照 

※2 「風力発電所の環境影響評価のポイントと参考事例」（環境省総合環境政策局、平成 25 年）における、海外の

アセス事例の予測範囲より最大値を設定した。 
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3. 評 価 

(1)評価手法 

予測結果を基に、重大な環境影響の回避又は低減が将来的に可能であるかを評価した。 

 

(2)評価結果 

事業実施想定区域から、配慮が特に必要な施設等までの最短距離は約 1.0km である。また、

事業実施想定区域から 2.0km の範囲における配慮が特に必要な施設等は合計 6,059 戸で、この

うち住宅等が 6,038 戸、住宅等以外が 21 戸である。 

上記の状況を踏まえ、今後の環境影響評価手続き及び詳細設計において、以下に示す事項に

留意することにより、重大な影響を回避又は低減できる可能性が高いと評価する。 

・配慮が特に必要な施設等からの距離に留意して風力発電機の配置及び機種を検討する。 

・風車の影の影響範囲及び時間を数値シミュレーションにより把握し、必要に応じて環境保

全措置を検討する。 
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4.3.3 動 物 

1. 調 査 

(1)調査手法 

動物の生息状況について、文献その他の資料及び専門家等へのヒアリングにより調査した。 

 

(2)調査地域 

調査地域は、事業実施想定区域及びその周囲とした。 

 

(3)調査結果 

①  重要な種の分布状況 

事業の実施により影響が及ぶ可能性のある種※として、コウモリ類、鳥類及び海域に生息

する動物の分布状況を整理した。動物の重要な種の選定基準は表 4.3-5 及び表 4.3-7 のとお

りである。 

この選定基準に基づいて文献その他の資料により確認された重要種は、表 4.3-6 及び表

4.3-8のとおりである。陸域に生息する種として、コウモリ類 13種、鳥類 109種、海域に生

息する種として、海産魚類 52 種、潮間帯動物 1 種、底生動物 5 種が確認された。 

 

②  動物の注目すべき生息地 

陸域における動物の注目すべき生息地としては、事業実施想定区域の東側に位置する由

利本荘市では、「ホトケドジョウとその生息地」及び「スズムシとその生息地」が由利本荘

市指定の天然記念物に指定されている。また、事業実施想定区域の周囲には 18 か所の鳥獣

保護区が存在しており、重要野鳥生息地（IBA）は見られなかった。 

海域における動物の注目すべき生息地としては、「生物多様性の観点から重要度の高い海

域」（環境省 HP、閲覧：令和 2 年 5 月）によると、にかほ沿岸が「生物多様性の観点から重

要度の高い海域」に指定されている。 

  

                                                        
※洋上風力発電事業であり、陸域において改変を行わないことから、陸域に生息する動物において重大な影響を及

ぼす可能性は低いと予測する。 

しかしながら空域を利用するコウモリ類及び鳥類が、事業想定区域上空を飛翔することにより影響を及ぼす可能

性があることから、コウモリ類 13 種、鳥類及び海域に生息する種を予測・評価の対象とした。 

 



 

 
4.3-22 

(292) 

表 4.3-5 動物の重要な種の選定基準（陸域） 

選定基準 

① 「文化財保護法」（昭和 25 年法

律第 214 号、最終改正：平成

30 年 6 月 8 日）に基づく天然

記念物及び特別天然記念物 

・特別天然記念物（特天） 

・天然記念物（天） 

 

② 「絶滅のおそれのある野生動植

物の種の保存に関する法律」

（平成 4 年 法律第 75 号、最終

改正：令和元年 6 月 14 日）及

び「絶滅のおそれのある野生動

植物の種の保存に関する法律施

行令」（平成 5 年 政令第 17

号、最終改正：令和元年 11 月

7 日）に基づく国内希少野生動

植物種等 

・国内希少野生動植物種（国内） 

・特定国内希少種（特定） 

③ 「環境省レッドリスト 2020」

（環境省、令和 2 年）の掲載種 

・EX：絶滅…我が国ではすでに絶滅したと考えられる種 

・EW：野生絶滅…飼育・栽培下、あるいは自然分布域の明らかに外側で野生化した状

態でのみ存続している種 

・CR＋EN：絶滅危惧Ⅰ類…絶滅の危機に瀕している種（現在の状態をもたらした圧迫

要因が引き続き作用する場合、野生での存続が困難なもの） 

・CR：絶滅危惧ⅠＡ類…ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いも

の 

・EN：絶滅危惧ⅠＢ類…ⅠA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険

性が高いもの 

・VU：絶滅危惧Ⅱ類…絶滅の危険が増大している種（現在の状態をもたらした圧迫要

因が引き続き作用する場合、近い将来「絶滅危惧Ⅰ類」のカテゴリーに移行す

ることが確実と考えられるもの） 

・NT：準絶滅危惧…存続基盤が脆弱な種（現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条

件の変化によっては「絶滅危惧」として上位カテゴリーに移行する可能性のあ

る種） 

・DD：情報不足…評価するだけの情報が不足している種 

・LP：絶滅のおそれのある地域個体群…地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそ

れが高いもの 

④ 哺乳類・昆虫類： 

「秋田県の絶滅のおそれの

ある野生生物 －秋田県版レ

ッドデータブック 2020 動

物Ⅱ－」（秋田県、令和 2

年）の掲載種 

哺乳類・昆虫類以外： 

「秋田県の絶滅のおそれの

ある野生生物 －秋田県版レ

ッドデータブック 2016 動

物Ｉ－」（秋田県、平成 28

年）の掲載種 

・EX：絶滅野生生物…県内では、すでに絶滅したと考えられる種 

・EW：野生絶滅…飼育下でのみ存続している種 

・CR＋EN：絶滅危惧Ⅰ類…絶滅の危機に瀕している種（現在の状態をもたらした圧迫

要因が引き続き作用する場合、野生での存続が困難なもの） 

・CR：絶滅危惧ⅠＡ類…ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いも

の 

・EN：絶滅危惧ⅠＢ類…絶滅危惧ⅠA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶

滅の危険性が高いもの 

・VU：絶滅危惧Ⅱ類…絶滅の危険が増大している種 

・NT：準絶滅危惧…存続基盤が脆弱な種 

・DD：情報不足…評価するだけの情報が不足している種               

・LP：地域個体群…地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高いもの 

秋田県版レッドデータブック 2020 の付属資料によるもの 

・N: 留意種…①本県では絶滅の危険性はないが国際的、国内的に保護を要するとさ

れている種、②現在は保護策が講じられていて差し迫った危険性はないが、それ

が中止されれば絶滅危惧Ⅱ類以上に移行する要素を有する種、③過去に個体数や

分布が著しく減少した種。④他の機関で準絶滅危惧以上の評価を受けている種の

中で、本県での生息状況等に留意すべき種。 

・CM:継続観測種（哺乳類限定）…秋田県第二種特定鳥獣管理計画に基づき人身被害や

農林業被害を防止するため、個体数調整捕獲等による個体数管理（サル、ツキノ

ワグマ）、狩猟・有害駆除等による積極的な捕獲の推進（ニホンジカ、イノシ

シ）及びモニタリング調査などにより、継続的に生息動向を把握し、適正に管理

していく必要がある種。 
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表 4.3-6(1) 文献その他の資料による動物の重要な種（陸域：コウモリ類） 

No. 目名 科名 種名 
選定基準 

主な生息環境 
① ② ③ ④ 

1 

コウモリ キクガシラコウモリ 

  

コキクガシラコウモリ 

      VU 

海蝕洞、隧道、自然洞窟、

トンネル、用水路、廃坑、

防空壕 

2 
  

キクガシラコウモリ       NT 
海蝕洞、隧道、自然洞窟、

用水路、廃坑、防空壕 

3 

  ヒナコウモリ 

ヒメホオヒゲコウモリ       VU 

森林、樹洞、枯死木や生木

の樹皮下、家屋、自然洞窟

（鍾乳洞） 

4     カグヤコウモリ       EN 森林、樹洞 

5 
  

  モモジロコウモリ       NT 
海蝕洞、隧道、自然洞窟、用

水路、廃坑、防空壕、橋の下 

6     クロホオヒゲコウモリ     VU EN 森林、樹洞 

7 
  

  ノレンコウモリ     VU※1 EN 
自然洞窟、隧道、用水路、

森林 

8 
  

  ヤマコウモリ     VU EN 
樹洞、市街地の社寺や公園

の大木から原生林 

9   ヒナコウモリ※2    EN 樹洞、岩の割れ目 

10 
  

  ウサギコウモリ       EN※3 
隧道、用水路、森林、樹

洞、自然洞窟 

11 

  

  ユビナガコウモリ       VU 

海蝕洞、隧道、自然洞窟、

用水路、森林、廃坑、トン

ネル 

12 

  

  コテングコウモリ       VU 

森林、樹皮の間、木の茂

み、落葉の下、隧道、自然

洞窟 

13     テングコウモリ       EN 森林、樹洞、自然洞窟 

合計 1 目 2 科 13 種 0 種 0 種 3 種 13 種 - 

注：各選定基準の記載は以下のとおりである。 

※1：ホンドノレンコウモリで記載、※2: 有識者ヒアリングによる追加、※3: ニホンウサギコウモリで記載 

 

表 4.3-6(2) 文献その他の資料による動物の重要な種（陸域：鳥類） 

No. 目名 科名 種名 
選定基準 

主な生息環境 
① ② ③ ④ 

1 キジ キジ ウズラ   VU DD 草原、農耕地、牧草地、河川敷 

2 
カモ カモ 

ヒシクイ 天  VU・

NT※1 
NT 湖沼、河川、水田、畑、牧草地 

3   マガン 天  NT NT 湖沼、池、湿地、水田、河川、干潟 

4   ハクガン   CR CR 湖沼、沼沢地、河川 

5   シジュウカラガン  国内 CR EN 湖沼、畑、牧草地、河川、水田 

6   コクガン 天  VU EN 海岸の浅瀬や磯浜、内湾、干潟 

7   ツクシガモ   VU  水田、湖沼、泥浜干潟 

8   オシドリ   DD  山間の河川や湖沼、水辺の樹洞 

9   オカヨシガモ    VU 河川、沼沢地、湿地、湖沼 

10   ヨシガモ    VU 湖沼、池、河川、港湾 

11   シマアジ    DD 湖沼、河川、湿地 

12   トモエガモ   VU VU 湖沼、河川、湿地、水田 

13   シノリガモ   LP1) DD 港湾、岩礁地帯、山間渓流 

14   ビロードキンクロ    VU 港湾、海岸、海上 

15   クロガモ    NT 海岸，沿岸 

16   カワアイサ    DD 広い湖沼、大きな河川、河口 

17 カイツブリ カイツブリ カイツブリ    NT 湖沼、溜池、河川 

18   カンムリカイツブリ    N 
流れの緩やかな河川、湖沼、湿原、海

岸部 

19 ハト ハト アオバト    NT 混交林、広葉樹林 
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表 4.3-6(3) 文献その他の資料による動物の重要な種（陸域：鳥類） 

No. 目名 科名 種名 
選定基準 

主な生息環境 
① ② ③ ④ 

20 
ミズナギドリ ウミツバメ クロコシジロウミツ

バメ 
  国内 CR   海上、島 

21 カツオドリ ウ ヒメウ   EN  海岸、岩礁、島、海上 

22 ウミウ    NT 海岸、岩礁、港湾、島、河川下流部 

23 
ペリカン サギ 

サンカノゴイ   EN DD 
広大なヨシ原、平地の湖沼、河川、河

川敷、湿地 

24 ヨシゴイ   NT NT ヨシ原、湿地草原、水田、抽水植物群落 

25 ミゾゴイ   VU DD 低山帯の混交林、広葉樹林 

26 ササゴイ    NT 水田、湖沼、河原、雑木林、針葉樹林 

27 チュウサギ   NT  平地の水田、湿地、河川敷、沼 

28 クロサギ    CR 海岸、岩礁地帯 

29 カラシラサギ   NT  河口、干潟、砂浜 

30 ツル ツル マナヅル   VU  水田、畑、河口、湿地、干潟 

31   タンチョウ 特天 国内 VU  
低層・中層湿原、河川、湖沼、湿地、

牧草地、畑 

32  クイナ クイナ    DD 湿地、水田 

33   ヒメクイナ    DD 平地の湿地、水田 

34   ヒクイナ   NT VU 水田、湿地、湿性草地 

35 ヨタカ ヨタカ ヨタカ   NT NT 山林、伐採地、草原、疎林 

36 チドリ チドリ ケリ   DD NT 草原、河川敷、水田、農耕地 

37   イカルチドリ    NT 
河川中・上流の小石が堆積した河原や

中洲、湖沼、水田 

38   コチドリ    NT 
砂礫地、川原・港湾・造成中の裸地、

農耕地、干拓地 

39   シロチドリ   VU NT 
海岸、砂浜、中洲、埋立地、河川下流

域の川原 

40  セイタカシギ セイタカシギ   VU DD 湖沼、湿地、水田 

41  シギ ヤマシギ    NT 山地の湿地、広葉樹林、針広混交林 

42   アオシギ    DD 山地渓流沿いの林に囲まれた水田、湿地 

43   オオジシギ   NT VU 草地、農耕地、湿地、河川敷、水田 

44   タシギ    NT 水田、川岸、休耕田、内陸の湿地 

45   オオソリハシシギ   VU  干潟、砂浜、河川、湿地、干拓地 

46   ホウロクシギ   VU NT 干潟、河口、海岸近くの水田 

47   ツルシギ   VU VU 干潟、河口、水田、湿地、河川、干拓地 

48   アオアシシギ    NT 
海岸や河口の三角州、入り江、内陸の

水田、溜池 

49   タカブシギ   VU  
湖沼、河川、水田、ハス田、湿地、河

口、干拓地 

50   キョウジョシギ    NT 
砂浜、中洲、海岸、岩礁地帯、河口の

砂泥地、水田、干潟 

51   ハマシギ   NT  干潟、河口、湿地 

52   ヘラシギ  国内 CR DD 海岸、砂浜、干潟、河口 

53  カモメ オオセグロカモメ   NT  海上、海岸、岩礁 

54   コアジサシ   VU CR 
海岸、大きな河川や河口の砂礫地、砂

地、中州の砂地、人工裸地 

55  ウミスズメ ウミガラス  国内 CR  海上、海岸、断崖 

56  マダラウミスズメ   DD  海上、沿岸 

57  ウミスズメ   CR  海上、海岸、断崖 

58   カンムリウミスズメ 天  VU  海上、沿岸、島 

59 タカ ミサゴ ミサゴ   NT NT 海岸、湖沼、ダム湖、河川 

60  タカ ハチクマ   NT NT 低山林、広葉樹林 

61   オジロワシ 天 国内 VU VU 干拓地、水田、河川、湖沼、ダム湖 
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表 4.3-6(4) 文献その他の資料による動物の重要な種（陸域：鳥類） 

No. 目名 科名 種名 
選定基準 

主な生息環境 
① ② ③ ④ 

62 タカ タカ オオワシ 天 国内 VU VU 海岸、湖沼、大きな川、干拓地、水田 

63   チュウヒ  国内 EN EN 
ヨシ原、河川下流、潟、埋立地、湿

地、農耕地 

64   ハイイロチュウヒ    DD 農耕地、ヨシ原、裸地 

65   ツミ    VU 平地から山地の森林、農耕地 

66   ハイタカ   NT VU 山地の林、農耕地、河川敷、住宅地 

67   オオタカ   NT NT 低山帯の林、農耕地、牧草地、市街地 

68   サシバ   VU NT 低山から丘陵の森林、水田、谷津田 

69   ケアシノスリ    DD 草原、農耕地、海岸、干拓地 

70   イヌワシ 天 国内 EN CR 
落葉広葉樹林、自然裸地、草原、岩

場、高山風衝地の低木自然林 

71   クマタカ  国内 EN EN 原生林、二次林、里山のスギ林 

72 フクロウ フクロウ オオコノハズク    NT 平地林、社寺林 

73   コノハズク    NT 落葉広葉樹林 

74   フクロウ    DD 
平地から山地の林、社寺林、都市公

園、農耕地 

75   アオバズク       NT 都市公園、社寺林、丘陵地の大木 

76   トラフズク    NT 平地から山地の林、社寺林、屋敷林 

77 ブッポウソ

ウ 

カワセミ アカショウビン    NT 平地や山地の渓流、湖沼に沿った森林 

78  カワセミ    NT 平野部から低山帯の河川や池沼 

79   ヤマセミ    NT 
平地から山地の渓流や河川、湖沼、ダ

ム湖 

80  ブッポウソウ ブッポウソウ   EN NT 大木のある広葉樹林 

81 キツツキ キツツキ アリスイ    VU 開けた森林、林縁、草原、農耕地 

82 
  

オオアカゲラ    DD 落葉広葉樹林、混交林 

83 クマゲラ 天   VU CR ブナ林 

84 ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ    NT 農耕地、河川敷の草地、埋立地 

85   コチョウゲンボウ    DD 干拓地、農耕地、港湾敷地、埋立地 

86   チゴハヤブサ    VU 平地の社寺林、屋敷林、農耕地、草原 

87   ハヤブサ  国内 VU VU 
海岸や河川流域の断崖や岩場、湖沼、

河口、農耕地 

88 スズメ 

 

ヤイロチョウ ヤイロチョウ   国内 EN   渓流沿いの落葉広葉樹林や常緑広葉樹林 

89 サンショウクイ サンショウクイ   VU VU 山麓地帯、山地の雑木林、広葉樹林 

90  カササギヒタキ サンコウチョウ    NT 平地から低山の混交林 

91  
モズ 

チゴモズ   CR CR 
平地から山地までの落葉広葉樹林や混

交林 

92   アカモズ   EN CR 
明るい林、林縁の低木林や低木のある

草原、公園、ゴルフ場 

93  ツバメ コシアカツバメ    VU 海岸部、市街地、農耕地 

94  センニュウ オオセッカ  国内 EN CR ヨシ原、休耕田、湿地 

95  
セッカ 

セッカ    CR 
海岸や川岸の草生地、水田、山地の草

原、農耕地 

96  
キバシリ 

キバシリ    DD 
針葉樹林、落葉広葉樹林、混交林、ブ

ナなどの自然林 

97  
ヒタキ 

マミジロ       NT 
落葉広葉樹林、針広混交林、谷沿いの

暗い林 

98  コマドリ    NT 
標高の高いブナやオオシラビソなど鬱

蒼とした森林 

99   コルリ    NT 針葉樹林、落葉広葉樹林の下層 

100   コサメビタキ    NT 
平地から山地の雑木林やマツ林、広葉樹

林、大きい樹木のある都市公園や社寺林 
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表 4.3-6(5) 文献その他の資料による動物の重要な種（陸域：鳥類） 

No. 目名 科名 種名 
選定基準 

主な生息環境 
① ② ③ ④ 

101 スズメ アトリ ハギマシコ    NT 崖地、疎林、草地 

102   オオマシコ    DD 疎林、農耕地に接する疎林 

103   イスカ    VU 針葉樹林、マツ林、針広混交林 

104   イカル    NT 
平地から山地のマツ林、落葉広葉樹林、

針広混交林、疎林、低木林、農耕地 

105  ホオジロ ホオアカ    NT 平地から山地の草原や河川敷、農耕地 

106   シマアオジ  国内 CR  
草原、海岸砂丘草原、河畔草原、牧草

地、高層湿原、農耕地 

107   ノジコ   NT NT 
渓流沿いの湿った草原の周辺の林縁、

山地の落葉広葉樹林 

108   コジュリン   VU NT 
河川敷の草原、干拓地の湿性草原、草

丈に低い休耕田、農耕地 

109   オオジュリン    NT 
草原のやや丈の高い草のある場所、ヨ

シ原 

合計 16 目 33 科 109 種 9 種 14 種 58 種 91 種 － 

注：1．各選定基準の記載は以下のとおりである。 

※1：亜種ヒシクイが VU、亜種オオヒシクイが NT に該当 

2．地域固有種等の詳細は以下のとおりである。 

1)：東北地方以北のシノリガモ繁殖個体群 
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表 4.3-7(1) 動物の重要な種の選定基準（海域） 

選定基準 

① 

「文化財保護法」（昭和 25 年法律第

214 号、最終改正：平成 30 年 6 月 8

日）に基づく天然記念物及び特別天然

記念物 

・特別天然記念物（特天） 

・天然記念物（天） 

 

② 

「絶滅のおそれのある野生動植物の種

の保存に関する法律」（平成 4 年 法律

第 75 号、最終改正：令和元年 6 月 14

日）及び「絶滅のおそれのある野生動

植物の種の保存に関する法律施行令」

（平成 5 年 政令第 17 号、最終改正：

令和元年 11 月 7 日）に基づく国内希少

野生動植物種等 

・国内希少野生動植物種（国内） 

・特定国内希少種（特定） 

③ 「環境省レッドリスト 2020」（環境

省、令和 2 年）の掲載種 

・EX：絶滅…我が国ではすでに絶滅したと考えられる種 

・EW：野生絶滅…飼育・栽培下、あるいは自然分布域の明らかに

外側で野生化した状態でのみ存続している種 

・CR＋EN：絶滅危惧Ⅰ類…絶滅の危機に瀕している種（現在の状

態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、野生で

の存続が困難なもの） 

・CR：絶滅危惧ⅠＡ類…ごく近い将来における野生での絶滅の危

険性が極めて高いもの 

・EN：絶滅危惧ⅠＢ類…ⅠA 類ほどではないが、近い将来におけ

る野生での絶滅の危険性が高いもの 

・VU：絶滅危惧Ⅱ類…絶滅の危険が増大している種（現在の状態

をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、近い将来

「絶滅危惧Ⅰ類」のカテゴリーに移行することが確実と考

えられるもの） 

・NT：準絶滅危惧…存続基盤が脆弱な種（現時点での絶滅危険度

は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」とし

て上位カテゴリーに移行する可能性のある種） 

・DD：情報不足…評価するだけの情報が不足している種 

・LP：絶滅のおそれのある地域個体群…地域的に孤立している個

体群で、絶滅のおそれが高いもの 

④ 哺乳類・昆虫類： 

「秋田県の絶滅のおそれのある野生生

物 －秋田県版レッドデータブック

2020 動物Ⅱ－」（秋田県、令和 2 年）

の掲載種 

哺乳類・昆虫類以外： 

「秋田県の絶滅のおそれのある野生生

物 －秋田県版レッドデータブック

2016 動物Ｉ－」（秋田県、平成 28 年）

の掲載種 

・EX：絶滅野生生物…県内では、すでに絶滅したと考えられる種 

・EW：野生絶滅…飼育下でのみ存続している種 

・CR＋EN：絶滅危惧Ⅰ類…絶滅の危機に瀕している種（現在の状

態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、野生で

の存続が困難なもの） 

・CR：絶滅危惧ⅠＡ類…ごく近い将来における野生での絶滅の危

険性が極めて高いもの 

・EN：絶滅危惧ⅠＢ類…絶滅危惧ⅠA 類ほどではないが、近い将

来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

・VU：絶滅危惧Ⅱ類…絶滅の危険が増大している種 

・NT：準絶滅危惧…存続基盤が脆弱な種 

・DD：情報不足…評価するだけの情報が不足している種      

・LP：地域個体群…地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそ

れが高いもの 

・N:留意種 
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表 4.3-7(2) 動物の重要な種の選定基準（海域） 

選定基準 

⑤ 「海洋生物レッドリスト」（水産庁、

平成 29 年）の掲載種 

・EX：絶滅…我が国ではすでに絶滅したと考えられる種 

・EW：野生絶滅…飼育・栽培下でのみ存続している種 

・CR：絶滅危惧ⅠA 類…ごく近い将来における野生での絶滅の危

険性が極めて高いもの 

・EN：絶滅危惧ⅠB 類…ⅠA 類ほどではないが、近い将来におけ

る野生での絶滅の危険性が高いもの 

・VU：絶滅危惧 II 類…絶滅の危険が増大している種 

・NT：準絶滅危惧…現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条

件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性のあ

る種 

・DD：情報不足…評価するだけの情報が不足している種 

・LP：絶滅のおそれのある地域個体群…地域的に孤立している

個体群で、絶滅のおそれが高いもの 

⑥ 「環境省版海洋生物レッドリスト」

（環境省、平成 29 年）の掲載種 

・EX：絶滅…我が国ではすでに絶滅したと考えられる種 

・EW：野生絶滅…飼育・栽培下、あるいは自然分布域の明らか

に外側で野生化した状態でのみ存続している種 

・CR＋EN：絶滅危惧Ⅰ類…絶滅の危機に瀕している種（現在の

状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、野

生での存続が困難なもの） 

・CR：絶滅危惧ⅠA 類…ごく近い将来における野生での絶滅の危

険性が極めて高いもの 

・EN：絶滅危惧ⅠB 類…ⅠA 類ほどではないが、近い将来におけ

る野生での絶滅の危険性が高いもの 

・VU：絶滅危惧Ⅱ類…絶滅の危険が増大している種（現在の状

態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合、近い

将来「絶滅危惧Ⅰ類」のカテゴリーに移行することが確

実と考えられるもの） 

・NT：準絶滅危惧…存続基盤が脆弱な種（現時点での絶滅危険

度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」

として上位カテゴリーに移行する可能性のある種） 

・DD：情報不足…評価するだけの情報が不足している種 

・LP：絶滅のおそれのある地域個体群…地域的に孤立している

個体群で、絶滅のおそれが高いもの 
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表 4.3-8(1) 文献その他の資料による動物の重要な種（海域：海産魚類） 

No. 綱名 目名 科名 種名 
重要な種の選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

1 ヌタウナギ ヌタウナギ ヌタウナギ クロヌタウナギ           NT 

2   ヤツメウナギ ヤツメウナギ カワヤツメ     VU EN     

3 軟骨魚 メジロザメ トラザメ ナヌカザメ           DD 

4     ドチザメ ホシザメ           NT 

5     メジロザメ イタチザメ           DD 

6   ヨロイザメ オンデンザメ オンデンザメ           DD 

7   カスザメ カスザメ カスザメ           NT 

8   ノコギリザメ ノコギリザメ ノコギリザメ           DD 

9   エイ サカタザメ コモンサカタザメ           NT 

10     ガンギエイ ドブカスベ           NT 

11       ガンギエイ           NT 

12       コモンカスベ           DD 

13     トビエイ ナルトビエイ           NT 

14 硬骨魚 チョウザメ チョウザメ チョウザメ     EX       

15   ウナギ ウナギ ニホンウナギ     EN DD     

16   コイ コイ マルタ      VU     

17  サケ シラウオ シラウオ       N     

18     サケ ベニザケ     CR       

19       サクラマス     NT N     

20       サツキマス     NT       

21   トゲウオ クダヤガラ クダヤガラ           NT 

22     トゲウオ イトヨ     LP※1 CR     

23   ダツ メダカ キタノメダカ     VU VU※2     

24     サヨリ クルメサヨリ     NT DD     

25   カサゴ フサカサゴ ホウズキ           DD 

26       バラメヌケ           NT 

27       タケノコメバル           NT 

28     カジカ ウツセミカジカ     EN EN     

29       カンキョウカジカ     LP※3 VU     

30       カマキリ     VU EN     

31       トゲカジカ           DD 

32     トクビレ トクビレ           DD 

33     ダンゴウオ ホテイウオ           DD 

34   スズキ ハゼ アカウオ           NT 

35       シロウオ     VU NT     

36       ミミズハゼ       NT     

37       ヒモハゼ     NT NT     

38       スミウキゴリ      NT     

39       シマウキゴリ       DD     

40       チクゼンハゼ     VU NT     

41       ビリンゴ       NT     

42       ジュズカケハゼ     NT N※4     

43       コモチジャコ           NT 

44       アカハゼ           NT 

45       シラヌイハゼ     NT       

46       クロヨシノボリ       DD     

47       チチブ       DD     

48   カレイ カレイ ナガレメイタガレイ         DD   
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表 4.3-8(2) 文献その他の資料による動物の重要な種（海域：海産魚類） 

No. 綱名 目名 科名 種名 
重要な種の選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

49 硬骨魚 カレイ カレイ ホシガレイ           NT 

50       マツカワ           DD 

51   フグ フグ マフグ           NT 

52       カラス           EN 

合計 3 網 17 目 27 科 52 種 0 種 0 種 17 種 21 種 1 種 26 種 

注：1．重要な種の選定基準⑤は、水産庁が資源評価をおこなっている種及び水産庁が多くの知見を有する小型鯨類

の合計 94 種について希少性評価をおこなっている。 

2．種名は「日本海産魚類目録」（山口県水産研究センター、平成 26 年）に準拠した。 

3．各選定基準の原記載は次のとおりである。 

※1 本州のニホンイトヨで記載、※2 メダカ北日本集団で記載、※3 東北・北陸地方のカンキョウカジカで記

載、※4 ジュズカケハゼ広域分布種で記載 

 

表 4.3-8(3) 文献その他の資料による動物の重要な種（潮間帯動物） 

No. 門名 科名 種名 
重要な種の選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

1 軟体動物 ムシロガイ ムシロガイ     NT       

合計 1 門 1 科 1 種 0 種 0 種 1 種 0 種 0 種 0 種 

注：1．重要な種の選定基準⑤は、水産庁が資源評価をおこなっている種及び水産庁が多くの知見を有する小型鯨類

の合計 94 種について希少性評価をおこなっている。 

2．種名は「原色検索日本海岸動物図鑑〔Ⅰ・Ⅱ〕」（保育社、平成 4 年）、「日本近海産貝類図鑑」（東海大学出版 

会、平成 12 年）に準拠した。 

 

表 4.3-8(4) 文献その他の資料による動物の重要な種（底生動物） 

No. 門名 科名 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

1 軟体動物 マクラガイ マクラガイ     NT       

2   ニッコウガイ サクラガイ     NT       

3     ウズザクラ     NT       

4   キヌタレガイ キヌタレガイ     NT       

5   アサヒキヌタレガイ     VU       

合計 1 門 3 科 5 種 0 種 0 種 5 種 0 種 0 種 0 種 

注：1．重要な種の選定基準⑤は、水産庁が資源評価をおこなっている種及び水産庁が多くの知見を有する小型鯨類

の合計 94 種について希少性評価をおこなっている。 

2．種名は「原色検索日本海岸動物図鑑〔Ⅰ・Ⅱ〕」（保育社、平成4年）、「日本近海産貝類図鑑」（東海大学出版

会、平成 12 年）に準拠した。 
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③  専門家等へのヒアリング 

文献その他の資料の収集のみでは得られない地域の情報について、専門家等へのヒアリ

ングを実施した。 

ヒアリングの結果、事業実施想定区域及びその周囲に生息する種及び注目すべき生息地

について表 4.3-9 に示す情報が得られた。 

 

表 4.3-9(1) 専門家等へのヒアリング結果概要（有識者 A） 

専門分野 属性 概 要 

動物 

（コウモ

リ類） 

大学助教 

【意見聴取日：令和 2 年 5 月 20 日】 

・ 種別の飛翔高度の観点から風車に衝突する可能性の高いハイリスク種のうち、ヒナ

コウモリが資料調査で抽出されていないが、ヒナコウモリは東北全域に分布してい

ることから、今後留意する必要がある。 

・ 今回の配慮書で確認されたハイリスク種としてはヒナコウモリ、アブラコウモリ、

ヤマコウモリ、ユビナガコウモリが該当する。 

・ 一方、その他のコウモリ類は、飛翔高度が低い、もしくは海上飛翔の可能性が低い

ことから、風車へ衝突する可能性は低いと考えられるが、工事に伴う環境改変が生

じる場合は影響を考慮する必要がある。 

・ コウモリ類の生息環境として、繁殖地やねぐらの環境のほかに、探餌場所も重要で

ある。 

・ 資料調査範囲としては問題ないが、海上を飛翔して採餌や移動する可能性があるこ

とを考えると広い範囲を調査範囲として考慮することも考える必要がある。 

・ 調査は風況観測塔を利用した高高度調査を実施し、事業実施想定区域のどのエリア

でリスクが高いかを確認する必要がある。風況観測塔がない場合は、地上からの調

査でもやむを得ないが、調査地点を少なくすることは避けること。 

 

表 4.3-9(2) 専門家等へのヒアリング結果概要（有識者 B） 

専門分野 属性 概 要 

動物 

（コウモ

リ類） 

高校教員 

その他 

【意見聴取日：令和 2 年 5 月 20 日】 

・ 配慮書の資料調査では確認されていないが、ヒナコウモリを追加する必要がある。 

・ 事業実施想定区域周辺の男鹿半島、象潟には海食洞があるため、コウモリの生息情

報が多数あるが、由利本荘の沿岸では調査を行っていないので生息の有無は不明で

ある。ただし、海食洞があれば生息している可能性はある。 

・ 男鹿半島には、ユビナガコウモリ、キクガシラコウモリ、コキクガシラコウモリ、

モモジロコウモリの生息が知られている。 

・ 象潟では、キクガシラコウモリ、モモジロコウモリの生息が知られている。 

・ ユビナガコウモリは長距離を飛翔し、海岸線も飛翔することがあることから、事業

の実施に際しては配慮が必要である。 

・ ヤマコウモリ、ヒナコウモリは海食洞に生息する種ではないが、長距離を飛翔する

ことから、同様に配慮が必要である。 

・ 事業実施想定区域の海岸から山地部にかけて森林があることから、森林性のコウモ

リが海岸線まで移動することもある。 

・ ヤマコウモリ、ヒナコウモリ、ユビナガコウモリは風車と衝突する可能性が高い種

である。 

・ 男鹿半島に生息するコウモリについては、事業実施想定区域まで距離があることか

ら影響は少ないと考えられる。 

 

  



 

 
4.3-32 

(302) 

表 4.3-9(3) 専門家等へのヒアリング結果概要（有識者 C） 

専門分野 属性 概 要 

動物 

（鳥類） 

大学名誉

教授 

【意見聴取日：令和 2 年 5 月 20 日】 

・ 環境省のデータには、海域の鳥類に関する情報がほとんどないので、事業の実施に

あたっては、洋上の鳥類に関する調査を確実に実施する必要がある。 

・ 事業実施想定区域周辺は、北海道等からウミスズメ類やアビ類が越冬のために渡っ

てくることから、現地調査によって生息情報等を確実に収集する必要がある。 

・ ウミスズメ類は、荒天時に港内で確認されることがある。 

・ オジロワシやオオワシは、雄物川等の河口周辺に越冬期に渡ってくるが、数は多く

ない。 

・ マガンやヒシクイ等のガン類は、八郎潟と宮城県栗原市の間で越冬している。渡り

のルートは内陸側であるが、事業実施想定区域の海沿いでも見られることがある。 

・ ハクチョウ類も越冬で確認されるが、事業実施想定区域の内陸側の水田地帯であ

る。 

 

表 4.3-9(4) 専門家等へのヒアリング結果概要（有識者 D） 

専門分野 属性 概 要 

動物 

（魚類） 

大学客員

教授 

【意見聴取日：令和 2 年 5 月 22 日、6 月 9 日】 

・ ハタハタの漁獲量は減少傾向であるものの、減少原因は乱獲だけではなく、海洋全

体の変化（レジームシフト）と考える必要がある。 

・ 事業実施想定区域周辺に生息するハタハタは、12 月頃に産卵、2 月頃に孵化して稚魚

となり 4 月末頃まで水深数 m～30m の海域を利用し、その後は水深 300m 付近へ移動し

て生息する種である。そのため、産卵から孵化・稚魚の間である 12 月頃から 4 月末

頃までの間は留意する必要がある。 

・ 一級河川の子吉川と沿岸域を利用するサクラマスやアユについては、地域住民との

関係性も深いことから留意する必要がある。 

・ 象潟や金浦ではハタハタの産卵場が存在する。 

 

 

 

 

  



 

 
4.3-33 

(303) 

表 4.3-9(5) 専門家等へのヒアリング結果概要（有識者 E） 

専門分野 属性 概 要 

動物 

（海棲哺

乳類・魚

類） 

研究所主

任研究員 

【意見聴取日：令和 2 年 5 月 18 日】 

●海棲哺乳類について 

・ アカボウクジラ科については、海域の深い層で生息するタイプであり、事業実施想

定区域の範囲外に生息すると考えられる。 

・ マイルカ科のうち、カマイルカは北海道と秋田周辺を回遊し、大集団を形成する種

であり、注目すべき種である。北海道周辺では春先に出現するが、それより以前に

は秋田周辺の北海道より南側で回遊している可能性もある。ただし、事業実施に伴

う影響の有無については、カマイルカに対して注意すべき時期は限られると考えら

れる。 

・ 同じマイルカ科のハナゴンドウは、カマイルカほど頻繁に確認される種ではないの

で、注目する種ではない。 

・ ネズミイルカ科のイシイルカは外洋性であり、生息不明であるため調査が必要であ

る。 

・ ネズミイルカは、事業実施想定区域周辺でも確認されているようであり、カマイル

カと同様に注目すべき種である。 

・ アザラシ、アシカ科については、上陸場所が秋田県にはないと思われ、影響はほと

んどないと考えられる。 

・ 海棲生物は、環境配慮や保全対策を空間的なゾーニングによって検討することが難

しいため、調査結果を継続的に収集し、時間・季節変動を把握することによって、

時間的なゾーニング（配慮すべき時間・時期）を検討する必要がある。 

●海産魚類について 

・ ハタハタは男鹿半島の南側に産卵場が知られており、事業実施想定区域に産卵場が

あるようであれば、産卵場を外すこと、ケーブルの敷設場所や工事に際しては注意

が必要である 

・ 一方で、工事の実施に際しては、産卵場所等を外す必要はあるが、周辺の工事に際

しては産卵時期を外した計画とすればよいと考えられる。 

・ トラフグの産卵箇所としては、秋田県が北限であるため、漁業方法や漁獲最盛期等

も確認し、漁業に影響がないような時期に工事を実施する必要があると考えられ

る。 

・ マグロ等の沖合回遊魚への影響は少ないと考えられるが、工事騒音等の音の発生は

洋上に向けて広域に広がることから、海域の背景雑音も把握しておく必要があると

考えられる。 

●その他 

・ 水中騒音の測定については、海中の背景雑音を把握した上で、工事騒音等の寄与騒

音がどの程度になるか予測する必要がある。 

・ 工事方法がモノパイル式であれば、騒音が広域に広がり、工事影響が生じる可能性

も否定できないことから、各種調査結果に基づき、時間ゾーニングの考え方によっ

て可能な限り影響を軽減させる必要があると考えられる。 

・ 水中騒音の測定では、水深の浅い箇所や水面では正確なデータを測定できない可能

性もあることから、海底から 2m 程度の地点や中間水位で測定する等の工夫が必要で

ある。 

・ 周辺の海域で同様の測定データがあれば、活用してもよい。 

  



 

 
4.3-34 

(304) 

2. 予 測 

(1)予測手法 

①  陸域に生息する動物 

文献その他の資料の調査結果及び専門家等へのヒアリング結果から、各種の生態特性等

を基に、事業実施想定区域における各種の生息環境の有無を整理した上で、空域を改変され

る内容及び程度を検討し、生息環境の変化に伴う影響について予測した。 

空域を改変される程度の検討に際しては、事業実施想定区域上空における改変空域の体

積を算出した。算出に当たり、風力発電機の設置基数は現状想定される最大基数の 83 基、

タワー直径は約 10m とした。 

なお、事業実施想定区域は全て海域であり、陸域への改変は行わない計画である。 

 

②  海域に生息する動物 

文献その他の資料調査結果及び専門家等へのヒアリング結果から、改変される内容及び

程度を検討し、生息環境の変化に伴う海域に生息する動物の重要な種及び注目すべき生息地

への影響について予測した。 

改変される程度の検討に際しては、着床式洋上風力発電機の設置による基礎構造部の改

変面積を算出した。算出に当たり、風力発電機の設置基数は現状想定される最大基数の 83

基とした。 

また、1 基あたりの改変面積は、現状想定されている基礎構造のうち、「着床式洋上風力

発電導入ガイドブック（最終版）」（国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機

構、2018 年）より、モノパイル式は改変面積が最も大きい値である直径 8.5m、重力式の基

礎は直径 25m、ジャケット式は縦横の長さ 19m とした。 

 

   

モノパイル式 重力式 ジャケット式 

「洋上風力発電所等に係る環境影響評価の基本的な考え方に関する検討会報告書‐資料編‐」（洋上風力発

電所等に係る環境影響評価の基本的な考え方に関する検討会、平成 29 年 3 月）        より作成 

 

図 4.3-4 洋上風力発電機の基礎形式  
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(2)予測地域 

調査地域と同様とした。 

 

(3)予測結果 

①  陸域に生息する動物 

生息環境の変化に伴う陸域に生息する動物の重要な種及び注目すべき生息地に対する影

響を予測した。 

重要な種については、事業実施想定区域は全て海域であり、陸域への改変は行わない計

画であるため、樹林、草地、水辺（河川、湖沼）等の陸域を主な生息環境とする重要な種に

ついては重大な影響はないと予測する。海洋及び水辺（海岸、干潟）を主な生息環境とする

重要な種への影響の予測結果は表 4.3-10 のとおりである。 

また、事業実施想定区域上空において、想定される改変空域の総体積をローター回転体

積とタワー体積を合計したものとして算出すると、1基あたり約 0.003km3、最大設置基数 83

基では約 0.25km3 となるが、事業実施想定区域上空の空域体積は約 20.2km3 であることから、

改変空域は空域のごく一部と考えられる。 

 

＜改変空域体積及び事業実施想定区域上空の空域体積の算出方法＞ 

・改変空域体積（約0.25km3）＝（ローター回転体体積（約0.003km3）+タワー体積（約0.000002km3））×83基 

・ローター回転体体積（約 0.003km3）＝4/3×π×（ローター直径約 180m/2）3 

・タワー体積（約 0.000002km3）＝タワー断面積（π×（タワー半径約 5m）2）×ローター回転体下端から平

均海面までの距離（22m） 

・事業実施想定区域上空の空域体積（20.2km3）＝事業実施想定区域の面積（約 10,000ha）×風力発電機の

最大高さ（ブレードの最高到達点）（平均海面より約 202m） 

 

 

図 4.3-5 改変空域範囲  
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表 4.3-10 動物の重要な種への影響の予測結果（陸域） 

分類群 主な生息環境 種名 影響の予測結果 

コウモリ類 

洞穴 

コキクガシラコウモリ、キクガシラコウモリ、モモジ

ロコウモリ、ノレンコウモリ、ユビナガコウモリ 

（5 種） 

事業実施想定区域上空

を飛翔することによ

り、施設の存在並びに

施設の稼働が影響を及

ぼす可能性があること

から、生息環境の変化

に伴う影響が生じる可

能性があると予測す

る。 

森林 

ヒメホウヒゲコウモリ、カグヤコウモリ、クロホオヒ

ゲコウモリ、ヤマコウモリ、ヒナコウモリ、ウサギコ

ウモリ、コテングコウモリ、テングコウモリ      

（8 種） 

鳥類 

海洋 
ビロードキンクロ、クロコシジロウミツバメ、ウミガ

ラス、ウミスズメ、カンムリウミスズメ   （5 種） 

海洋、水辺(海岸) 
クロガモ、ヒメウ、クロサギ、オオセグロカモメ、マ

ダラウミスズメ              （5 種） 

海洋、 

水辺(海岸、干潟、

河川、湖沼)、裸

地、湿性草地 

マガン、ハクガン、コクガン、ツクシガモ、ヨシガ

モ、シマアジ、カワアイサ、カイツブリ、カンムリカ

イツブリ、ウミウ、カラシラサギ、マナヅル、ハマシ

ギ、ヘラシギ               （14 種） 

水辺(海岸、干潟、

河川、湖沼)、 

裸地、湿性草地、

乾性草地、市街地 

シジュウカラガン、オカヨシガモ、シノリガモ、シロ

チドリ、オオソリハシシギ、ホウロクシギ、ツルシ

ギ、アオアシシギ、タカブシギ、キョウジョシギ、コ

アジサシ、ミサゴ、オジロワシ、オオワシ、ケアシノ

スリ、ハヤブサ、コシアカツバメ      （17 種） 

水辺（河川）、 

樹林、湿性草地、

乾性草地、裸地、

岩場 

アオバト、ミゾゴイ、タンチョウ、ヨタカ、コチド

リ、ヤマシギ、タシギ、ハチクマ、ツミ、ハイタカ、

オオタカ、サシバ、イヌワシ、クマタカ、オオコノハ

ズク、コノハズク、フクロウ、アオバズク、トラフズ

ク、アカショウビン、ブッポウソウ、アリスイ、オオ

アカゲラ、クマゲラ、チゴハヤブサ、ヤイロチョウ、

サンショウクイ、サンコウチョウ、チゴモズ、アカモ

ズ、キバシリ、マミジロ、コマドリ、コルリ、コサメ

ビタキ、ハギマシコ、オオマシコ、イスカ、イカル、

ノジコ                  （40 種） 

主な生息環境から、事

業実施区域上空を飛翔

する可能性は低く、施

設の存在並びに施設の

稼働が空域利用に影響

を及ぼす可能性は低い

ことから、影響はない

と予測する。 
湿性草地、乾性草

地、裸地 

ウズラ、サンカノゴイ、ヨシゴイ、クイナ、ケリ、オ

オジシギ、チュウヒ、ハイイロチュウヒ、チョウゲン

ボウ、コチョウゲンボウ、オオセッカ、セッカ、ホオ

アカ、シマアオジ、コジュリン、オオジュリン 

              （16 種） 

水辺(河川、湖沼、

池沼)、湿性草地、

乾性草地、裸地 

ヒシクイ、オシドリ、トモエガモ、ササゴイ、チュウ

サギ、ヒメクイナ、ヒクイナ、イカルチドリ、セイタ

カシギ、アオシギ、カワセミ、ヤマセミ   （12 種） 

 

陸域における動物の注目すべき生息地としては、「ホトケドジョウとその生息地」及び

「スズムシとその生息地」の天然記念物、18 か所の鳥獣保護区が事業実施想定区域の周囲

に存在するが、事業実施想定区域は全て海域であり、陸域への改変は行わない計画であるた

め、直接改変による重大な影響はないと予測する。しかしながら、コウモリ類や渡り鳥が移

動する際に影響が及ぶ可能性が考えられる。また、事業実施想定区域の周囲に集団飛来地と

して指定されている鳥獣保護区が存在していることから、移動時に影響が及ぶ可能性がある。 
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②  海域に生息する動物 

事業実施想定区域において、想定される改変区域の総面積は、モノパイル式の場合は約

0.5ha（1 基あたり約 0.0057ha（4.25m×4.25m×π）×最大設置基数 83 基）、重力式の場合

は約 4.1ha（1 基あたり約 0.0491ha（12.5m×12.5m×π）×最大設置基数の 83 基）、ジャケ

ット式は約 3.0ha（1基あたり約 0.0361ha（19m×19m）×最大設置基数の 83基）となる。し

かしながら、改変は風力発電機の設置の基礎部周辺に限られることから、改変による生息環

境への影響が及ぶ範囲は海域のごく一部と考えられる。 

海域に生息する動物の重要な種に対する影響の予測結果は表 4.3-11 のとおりである。 

 

表 4.3-11 動物の重要な種への影響の予測結果（海域） 

分類群 主な生息環境 種名 影響の予測結果 

海産魚類 

海洋 

クロヌタウナギ、カワヤツメ、ナヌカザメ、ホシザメ、

イタチザメ、オンデンザメ、カスザメ、ノコギリザメ、

コモンサカタザメ、ドブカスベ、ガンギエイ、コモンカ

スベ、ナルトビエイ、チョウザメ、ニホンウナギ、マル

タ、シラウオ、ベニザケ、サクラマス、サツキマス、ク

ダヤガラ、イトヨ、キタノメダカ、クルメサヨリ、ホウ

ズキ、バラメヌケ、タケノコメバル、ウツセミカジカ、

カンキョウカジカ、カマキリ、トゲカジカ、トクビレ、

ホテイウオ、アカウオ、シロウオ、ミミズハゼ、ヒモハ

ゼ、スミウキゴリ、シマウキゴリ、チクゼンハゼ、ビリ

ンゴ、ジュズカケハゼ、コモチジャコ、アカハゼ、シラ

ヌイハゼ、クロヨシノボリ、チチブ、ナガレメイタガレ

イ、ホシガレイ、マツカワ、マフグ、カラス 

（52 種） 

事業実施想定区域内に主

な生息環境が存在し、そ

の一部が改変される可能

性があることから、生息

環境の変化に伴う影響が

生じる可能性があると予

測する。 

潮間帯 

動物 

ムシロガイ 

（1 種） 

底生動物 
マクラガイ、サクラガイ、ウズザクラ、キヌタレガイ、

アサヒキヌタレガイ             （5 種） 

 

海域における注目すべき生息地としては、にかほ市周辺の沿岸域が「生物多様性の観点

から重要度の高い海域」に指定されており、注目すべき生息地への影響が生じる可能性があ

る。 
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3. 評 価 

(1)評価手法 

予測結果を基に、地形改変及び施設の存在並びに施設の稼働が動物の重要な種及び注目すべ

き生息地に与える影響を評価した。 

 

(2)評価結果 

樹林、草地、水辺（河川、湖沼）等の陸域を主な生息環境とする重要な種については、主な

生息環境は事業実施想定区域外であり、改変を行わないことから、重大な影響はないと評価す

る。 

一方、海洋及び水辺（海岸、干潟）を主な生息環境とする重要な種及び海域に生息する種に

ついては、地形改変及び施設の存在並びに施設の稼働による生息環境の変化に伴う影響が生じ

る可能性がある。 

陸域における動物の注目すべき生息地としては、「ホトケドジョウとその生息地」及び「ス

ズムシとその生息地」の天然記念物、18か所の鳥獣保護区が事業実施想定区域の周囲に存在す

るが、事業実施想定区域は全て海域であり、陸域への改変は行わない計画であるため、直接改

変による重大な影響はないと予測する。しかしながら、コウモリ類や渡り鳥が移動する際に影

響が及ぶ可能性が考えられる。また、事業実施想定区域の周囲に集団飛来地として指定されて

いる鳥獣保護区が存在していることから、渡り鳥が移動する際に影響が及ぶ可能性がある。 

一方、海域における注目すべき生息地としては、にかほ市周辺の沿岸域が「生物多様性の観

点から重要度の高い海域」に指定されており、注目すべき生息地への影響が生じる可能性があ

る。 

海洋及び水辺（海岸、干潟）を主な生息環境とする重要な種及び海域に生息する種、陸域及

び海域における注目すべき生息地については影響が生じる可能性があると予測したが、以下に

示す事項に留意することにより、重大な影響を回避又は低減できる可能性が高いと評価する。 

・動物の生息状況を現地調査等により把握し、また、重要な種及び注目すべき生息地への影

響の程度を適切に予測し、必要に応じて環境保全措置を検討する。 

・特にガン・カモ・ハクチョウ類等の渡り鳥の移動ルート、海鳥の生息状況、洋上における

コウモリ類の飛翔状況、常在性の高い海棲哺乳類や魚類等の生息状況にも留意して調査を

実施し、予測を行う。 
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4.3.4 植 物（海域） 

1. 調 査 

(1)調査手法 

海域に生育する植物及び藻場の分布状況について、文献その他の資料及び専門家等へのヒア

リングにより調査した。 

 

(2)調査地域 

調査地域は、事業実施想定区域及びその周囲とした。 

 

(3)調査結果 

①  海生植物の主な種類及び分布の状況 

文献その他の資料により確認された海生植物は、「第3章 3.1.5動植物の生息又は生育、

植生及び生態系の状況 4.植物の生育及び植生の状況（海域）」のとおり、23 科 51 種であ

った。 

 

②  藻場の分布の状況 

事業実施想定区域及びその周囲において確認された藻場は表 4.3-12 のとおりである。 

 

表 4.3-12 事業実施想定区域及びその周囲における藻場 

No. 所在地市 名称 疎密度 優占種 
浅海域のみ 

面積（ha） 

1 にかほ市 平沢～飛 1 ツノマタ、マクサ、ホンダワラ 375 

注：1．藻場の疎密度については以下のとおりである。 

   0 不明 

    1 濃生 海底面がほとんど植生で覆われている。  

    2 密生 海底面より植生のほうが多い。 

    3 疎生 植生よりも海底面のほうが多い。 

2．「名称」は原典記載のままとした。 

 

 「第 4 回自然環境保全基礎調査 海域生物環境調査報告書 第 2 巻藻場」（環境庁、平成 6 年） 

「第 5 回自然環境保全基礎調査 海域自然環境保全基礎調査 重要沿岸域生物調査報告書」 

（環境省、平成 9 年～13 年度） 

                                より作成 
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③  専門家等へのヒアリング 

文献その他の資料の収集では得られない地域の情報について、専門家等へのヒアリング

を実施した。 

ヒアリングの結果、事業実施想定区域及びその周囲に生育する海生植物等について、表

4.3-13 に示す情報が得られた。 

 

表 4.3-13 専門家等へのヒアリング結果概要 

専門分野 属性 概 要 

植物 

（海生植物） 

大学客員

教授 

【意見聴取日：令和 2 年 6 月 9 日】 

・ ハタハタの産卵には根が張っているホンダワラ類が必要である。 

・ 洋上発電事業では、人工的に石を投石することから、藻場の新たな出現の可能性

が考えられる。 

・ 漁港周辺の消波ブロックではホンダワラ類が生育しており、ハタハタの産卵場と

して利用されている。このような場所では産卵から稚魚の期間に利用することか

ら留意する必要がある。 
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2. 予 測 

(1)予測手法 

文献その他の資料調査結果及び専門家等へのヒアリング結果から、改変される内容及び程度

を検討し、生育環境の変化に伴う影響について予測した。 

改変される程度の検討に際しては、着床式洋上風力発電機の設置による基礎構造部の改変面

積を算出した。算出に当たり、風力発電機の設置基数は現状想定される最大基数の 83 基とし

た。 

また、1 基あたりの改変面積は、現状想定されている基礎構造のうち、「着床式洋上風力発

電導入ガイドブック（最終版）」（国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構、

2018 年）より、モノパイル式は改変面積が最も大きい値である直径 8.5m、重力式の基礎は直

径 25m、ジャケット式は縦横の長さ 19m とした。 

 

(2)予測地域 

調査地域と同様とした。 

 

(3)予測結果 

①  海生植物の主な種類及び分布の状況 

事業実施想定区域において、想定される改変区域の総面積は、モノパイル式の場合は約

0.5ha（1 基あたり約 0.0057ha（4.25m×4.25m×π）×最大設置基数 83 基）、重力式の場合

は約 4.1ha（1 基あたり約 0.0491ha（12.5m×12.5m×π）×最大設置基数の 83 基）、ジャケ

ット式は約 3.0ha（1基あたり約 0.0361ha（19m×19m）×最大設置基数の 83基）となる。し

かしながら、改変は風力発電機の設置の基礎部周辺に限られることから、改変による生育環

境への影響が及ぶ範囲は海域のごく一部と考えられる。 

 

②  藻場の分布の状況 

事業実施想定区域において、文献その他の資料調査において藻場が存在していないこと

から、直接改変による影響は小さいものと予測する。 

 

3. 評 価 

(1)評価手法 

予測結果を基に、地形改変及び施設の存在が海生植物に与える影響を評価した。 

 

(2)評価結果 

海域に生育する種については、改変による生育環境の変化に伴う影響が生じる可能性がある

と予測するが、以下に示す事項に留意することにより、重大な影響を回避又は低減できる可能

性が高いと評価する。 

・海生植物の生育状況及び藻場の現況を現地調査等により把握し、また、海生植物への影響

の程度を適切に予測し、必要に応じて環境保全措置を検討する。 
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4.3.5 景 観 

1. 調 査 

(1)調査手法 

主要な眺望点及び景観資源の状況について、文献その他の資料により調査した。 

 

(2)調査地域 

事業実施想定区域及びその周囲（図 4.3-6 の範囲）とした。 

 

(3)調査結果 

①  主要な眺望点 

文献その他の資料調査結果を踏まえ、以下の条件を勘案し抽出した。 

・公的な HP や観光パンフレット等に掲載されている情報であること。 

・不特定かつ多数の利用がある地点又は眺望利用の可能性のある地点であること。 

・可視領域図で可視の地点であること。 

・風力発電機（平均海面から：250.0m）が垂直視野角1度以上で視認される可能性のあ

る範囲（事業実施想定区域から約 14.3km）を目安とした。 

なお、可視領域の範囲外であっても、眺望目的での利用の多い観光施設など、景観影響の

予測結果への関心が高いと思われる地点等にあっては、抽出する場合がありうる。主要な眺

望点は表 4.3-14 のとおりであり、位置及び主眺望方向は、図 4.3-6 のとおりである。 

 

②  景観資源 

文献その他の資料調査結果を踏まえ、景観資源の状況を抽出した。 

景観資源は表 4.3-15 のとおりであり、位置は図 4.3-7 のとおりである。 

 

③  主要な眺望景観 

主要な眺望点及び景観資源方向の眺望を主要な眺望景観と位置付け、両者の位置関係か

ら見た主要な眺望景観の状況は、図 4.3-8 とおりである。 
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表 4.3-14(1) 主要な眺望点 

番号 眺望点 眺望状況等 

① 秋田市ポートタワー 

全高 143m のポートタワー。100m の高さから 360 度のパノラマで日本海や男鹿

半島、鳥海山が望める。「道の駅 あきた港」エリアの三施設（セリオン・セリ

オンプラザ・セリオンリスタ）ではイベントやマルシェなどが開催される。 

② 浜田浜海水浴場 秋田市南部に位置する海水浴場であり、家族連れや釣り客が訪れている。 

③ 大森山展望台 

景勝地「大森山」に整備された総合公園の展望台。公園内の最高地標高

123.49m にあり、日本海や市内を一望できる。公園には動物園、キャンプ場、

グリーン広場（芝生）等の施設もある。 

④ 桂浜海水浴場 
県内外から多くの人が訪れる人気の海水浴場。水の透明度も高く、１㎞にわた

る海岸線にはハマナスが咲き乱れている。 

⑤ 下浜海水浴場 
海の家には、それぞれ温水シャワーや水洗トイレ、コインロッカーなどを完備

している。約 300 台分の駐車場があり、遠方から車利用も便利である。 
⑥ 道川海水浴場 県外からも多くの海水浴客が訪れる。 

⑦ 
道の駅「岩城」、 

島式漁港公園 

日本海に面したこの施設からの眺めは、風光明媚で特に夕日が沈むサンセット

はとてもドラマチック、古くから｢おばこおけさライン｣として名高い国道 7 号 

線沿いの観光ポイントである。売店やレストランがある総合交流ターミナル

「ケベック」のほか、岩城温泉「港の湯」や農産物直売所、岩城活魚センター

がある。また、島式漁港公園や風車、オートキャンプ場も隣接している。 

⑧ 新鶴潟公園 パークゴルフ場、野球場、テニスコートがある。 

⑨ 松ヶ崎漁港 由利本荘市に位置する漁港であり、釣り客が訪れている。 

⑩ 新山公園 

公園一帯は約 800 万年前の海底火山の噴火による「新山安山岩」が堆積してお

り、さらに 10 数万年前の隆起で大きな山をなしていたが、のちの浸食によって

硬い岩が標高 100～140m の高さの小さな丘になって残ったのが新山公園一帯で

ある。椿森では大人のこぶしよりも大きい灰色っぽい岩を含む、2～10m の高さ

の「新山安山岩」の崖にタッチすることができる。鳥海山や日本海の絶景を楽

しむこともできる。 

⑪ 本荘マリーナ海水浴場 

由利本荘市の子吉川河口部に位置し、鳥海山を望める海水浴場で、「日本の水浴

場 88 選」に指定されている。毎年 20 万人以上が利用する県内でも有数の水浴

場で良好な水質を維持している。また、水浴場からは出羽富士と呼ばれる鳥海

山の秀麗な姿を望むことができ、自然環境、景観に優れた水浴場である。 

⑫ 本荘マリーナ 

由利本荘市の子吉川河口部に位置する代表的なマリーナである。天気の良い日

は遠く飛島を望むこともできる。県南屈指の本格的マリンフィールド拠点とし

て親しまれている。「最新釣り情報」も提供されており釣り客も多い。 

⑬ 本荘公園 
石垣を使わず土塁と壕による城として本城豊前守満茂が築いた城址で、大正時

代に史跡公園として整備され桜、ツツジの名所となっている。 

⑭ 道の駅にしめ 

旧西目町の中心を走る国道 7 号沿いにあり、鳥海山の眺望が抜群である。道の

駅には海産物直売所があり、特産のりんごや野菜、米、海産物など新鮮なもの

を販売している。また、イベント広場では年間を通じて各種イベントを開催し

ている。隣接して西目海水浴場などの観光施設も多く町の観光拠点である。 

⑮ 西目海水浴場 

遠浅で海水浴には最適でシーズン中は県外からもたくさんの海水浴客が訪れ賑

わう。バナナボート、アクアボール、アクアチューブなどのマリンスポーツも

行える。西目海岸は「白砂青松百選」にも選ばれている。 

⑯ 浜館公園 

鳥海山・飛島ジオパークのビューポイントとなっており、鳥海山の山体崩壊

で、できた大地を眺めることができる場所である。1291 年に由利仲八郎政重・

政春によって建てられたとされる城址公園。海から約 500m の所に位置しながら

標高 100m もある眺望の良い台地にあり、地形を利用しての山城とされている。

公園にはソメイヨシノが約 3000 本植えられており、桜の名所となっている。 

⑰ 平沢海水浴場 
期間中は海の家を開設し、遊具を備えた芝生広場も隣接しており、ファミリー

向けに最適である。 

⑱ 潮風公園 にかほ市が管理する公園で海岸沿いに位置する。 

⑲ 望海の丘 

眼下には田園が広がり、その向こうの日本海まで望むことができる自然公園で

ある。県民レクリエーション地域として、また生活環境保全林として整備さ

れ、総面積 47ha の広大な園内には、管理棟などの施設や総延長 6km にも及ぶ遊

歩道が設けられ、さわやかな自然を満喫できる。 
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表 4.3-14(2) 主要な眺望点 

⑳ 高森眺望台 

にかほ市街地から由利原方面へ向かう県道 32 号線（仁賀保矢島館合線）の標高

約 230m に位置する眺望台。西を望むと象潟から仁賀保に至る平野と海岸線、日

本海を一望することができる。平野のなかに点在する大小の丘は、紀元前 466

年（約 2500 年前）に鳥海山の山体崩壊による巨大な岩なだれによって運ばれた

土砂がつくった「流れ山」である。 

㉑ 
ひばり荘 

（仁賀保高原） 

鳥海山の北麓に広がる標高約 500m の丘陵地帯である仁賀保高原の展望施設。眼

下に広がる日本海、遠くに男鹿半島が望まれ、ふり返れば奥羽の山並みと秀麗

鳥海山が目の前に見られ、360 度のパノラマが楽しめる。牧草地、点在する大

小の湖沼、湿原が広がる。 

注：名称については参考文献のとおりとした。 

「秋田市観光・イベント」（秋田市 HP） 

「広報あきた」（秋田市 HP） 

「Radical Diary」（ABS 秋田放送 HP） 

「秋田市観光・飲食ガイドブック」（秋田市観光・イベント情報総合サイト「アキタッチ+（プラス）」HP） 

「由利本荘市観光情報」（由利本荘市 HP） 

「観光・体験」（由利本荘市観光協会 HP） 

「施設紹介・本荘マリーナ」（マリーナ秋田 HP） 

「はまなすの里について」（道の駅「にしめ」はまなすの里 HP） 

「ジオパークのみどころ」（鳥海山・飛島ジオパーク 推進協議会事務局 HP） 

「観光情報みるなび」（日本観光振興協会 HP） 

「にかほ市公園条例」（にかほ市 HP） 

「仁賀保高原」（にかほ市観光協会 HP） 

「秋田県のマリーナ」（秋田県 HP） 

「秋田観光総合ガイドあきたファン・ドッと・コム」（秋田県観光連盟 HP） 

「平成 13 年選定「日本の水浴場 88 選」一覧」（環境省 HP） 

「東北 道の駅」（国土交通省 東北地方整備局 HP） 

（各 HP 閲覧：令和 2 年 5 月）より作成 

  



 

 
4.3-45 

(315) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3-6 主要な眺望点及び主眺望方向  

注：図に示す眺望点の出典及び図中番号は、

表 4.3-14 と同様である。 
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表 4.3-15 景観資源 

区 分 名 称 区 分 名 称 

火山群 鳥海山 

滝 

石沢大滝 

火山 観音森 三界滝 

流れ山群 象潟泥流堆積物 三段滝 

非火山性孤峰 大滝山 厳谷滝 

岩脈 
岩谷山 三十三尋滝 

築紫森 谷堰滝 

峡谷・渓谷 

奈祖渓谷 石とよの滝 

大荒沢 赤滝 

どや 七ッ釜滝 

大又川 法払体の滝 

小又川 魚止滝 

岨谷峡 剣滝 

丸舞川 不動滝 

仁別渓谷 鶏鳴滝 

河成段丘 

岩見川流域河岸段丘 金山滝 

岩見川右岸段丘 長滝 

子吉川流域河岸段丘 大滝 

滝 

奈曽の白滝 不動滝 

不動滝 道川大滝 

亀田不動の滝 
湖沼 

女潟 

赤田大滝 男潟 

注：名称については参考文献のとおりとした。 

〔「第 3 回自然環境保全基礎調査 自然環境情報図」（環境庁、平成元年）より作成〕 
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図 4.3-7 景観資源 

注：図に示す情報の出典は、表 4.3-15 と同様である。 
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図 4.3-8 主要な眺望景観  

注：図に示す眺望点の出典及び図中番号は、表 4.3-14、

表 4.3-15 と同様である。 
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2. 予 測 

(1)予測手法 

①  主要な眺望点及び景観資源への直接的な影響 

地形改変及び施設の存在に伴う主要な眺望点及び景観資源への影響について、事業実施

想定区域との位置関係より直接改変の有無を予測した。 

 

②  主要な眺望景観への影響 

a. 風力発電機の介在の可能性 

主要な眺望点、景観資源及び事業実施想定区域の位置関係を基に、主要な眺望景観への

風力発電機の介在の可能性を予測した。 

予測にあたっては、主要な眺望点から事業実施想定区域を視認する場合に、同方向に存

在する景観資源について、「風力発電機が介在する可能性がある」として抽出した。 

なお、地形や樹木、建物等の遮蔽物及び「b.主要な眺望点からの風力発電機の視認可能

性」の予測結果（可視領域）は考慮しないものとし、風力発電機及び景観資源がともに視

認されるものと仮定した。 

b. 主要な眺望点からの風力発電機の視認可能性 

主要な眺望点の周囲について、メッシュ標高データを用いた数値地形モデルによるコン

ピュータ解析を行い、風力発電機が視認される可能性のある領域を可視領域として予測し

た。予測にあたり、風力発電機の高さは平均海面から 250.0m とし、国土地理院の基盤地図

情報（10m 標高メッシュ）を用いて作成した。 

c. 主要な眺望点からの風力発電機の見えの大きさ 

風力発電機の高さは平均海面から 250.0m とし、各眺望点と事業実施想定区域の最寄り地

点までの最短距離を基に、風力発電機の見えの大きさ（垂直視野角）について予測した。 

なお、風力発電機が眺望点から水平の位置に見えると仮定し、風力発電機の手前に存在

する樹木や建物等の遮蔽物及び「b.主要な眺望点からの風力発電機の視認可能性」の予測結

果（可視領域）は考慮しないものとして、見えが最大となる場合の値を計算した。 

 

(2)予測地域 

調査地域と同様とした。 

 

(3)予測結果 

①  主要な眺望点及び景観資源への直接的な影響 

主要な眺望点及び景観資源は、いずれも事業実施想定区域に含まれず、直接的な改変は

生じないことから、重大な影響はないと予測する。 

 

②  主要な眺望景観への影響 

a. 風力発電機の介在の可能性 

主要な眺望景観の状況については、図 4.3-6～8 のとおりであり、主要な眺望景観に風力

発電機が介在する可能性は表 4.3-16 のとおりである。 
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表 4.3-16 主要な眺望景観への風力発電機の介在の可能性（予測） 

番号 主要な眺望点 風力発電機が介在する可能性のある景観資源 

① 秋田市ポートタワー 鳥海山、象潟泥流堆積物、奈曽の白滝 

② 浜田浜海水浴場 鳥海山、象潟泥流堆積物、奈曽の白滝 

③ 大森山展望台 鳥海山、象潟泥流堆積物、奈曽の白滝 

④ 桂浜海水浴場 鳥海山、象潟泥流堆積物、奈曽の白滝 

⑤ 下浜海水浴場 鳥海山、象潟泥流堆積物、奈曽の白滝 

⑥ 道川海水浴場 鳥海山、象潟泥流堆積物、奈曽の白滝 

⑦ 
道の駅「岩城」、 
島式漁港公園 

鳥海山、象潟泥流堆積物、奈曽の白滝 

⑧ 新鶴潟公園 鳥海山、象潟泥流堆積物、奈曽の白滝 

⑨ 松ヶ崎漁港 鳥海山、象潟泥流堆積物、奈曽の白滝 

⑩ 新山公園 鳥海山、象潟泥流堆積物 

⑪ 本荘マリーナ海水浴場 男潟、女潟、鳥海山、象潟泥流堆積物 

⑫ 本荘マリーナ 男潟、女潟、鳥海山、象潟泥流堆積物 

⑬ 本荘公園 鳥海山、象潟泥流堆積物 

⑭ 道の駅にしめ 不動滝、男潟、女潟、鳥海山、象潟泥流堆積物 

⑮ 西目海水浴場 不動滝、男潟、女潟、鳥海山、象潟泥流堆積物 

⑯ 浜館公園 男潟、女潟、象潟泥流堆積物 

⑰ 平沢海水浴場 
岩見川流域河岸段丘、岩見川右岸段丘、丸舞川、不動滝、鶏鳴
滝、金山滝、仁別峡谷、長滝、大滝、道川大滝、不動滝、男潟、
女潟 

⑱ 潮風公園 

亀田不動の滝、不動滝、岩見川流域河岸段丘、岩見川右岸段丘、
小又川、大又川、岨谷峡、岩谷山、築紫森、魚止滝、剣滝、丸舞
川、不動滝、鶏鳴滝、金山滝、仁別峡谷、長滝、大滝、道川大
滝、不動滝、男潟、女潟 

⑲ 望海の丘 男潟、女潟、象潟泥流堆積物 

⑳ 高森眺望台 男潟、女潟、象潟泥流堆積物 

㉑ ひばり荘（仁賀保高原） 男潟、女潟、象潟泥流堆積物 

注：「不動滝」は複数存在。 

 

b. 主要な眺望点からの風力発電機の視認可能性 

主要な眺望点の周囲の可視領域は、図4.3-9のとおりであり、すべての主要な眺望点から

風力発電機が視認される可能性があると予測する。  
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図 4.3-9 主要な眺望点の周囲の可視領域  

注：図に示す眺望点の出典及び図中番号は、

表 4.3-16 同様である。 
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c.主要な眺望点からの風力発電機の見えの大きさ 

主要な眺望点からの風力発電機の見えの大きさはの表 4.3-17 とおりである。 

主要な眺望点から事業実施想定区域の最も近くに位置する「道川海水浴場」、「本荘マリ

ーナ海水浴場」及び「松ヶ崎漁港」までの距離は約 1.3km で、風力発電機の見えの大きさ

（最大垂直視野角）は「本庄マリーナ海水浴場」及び「松ヶ崎漁港」で最大約10.7度、「道

川海水浴場」は最大約 10.4 度と予測された。次に近くに位置する「西目海水浴場」までの

距離は約 1.4km で、風力発電機の見えの大きさは最大約 9.8 度と予測された。 

 

表 4.3-17 主要な眺望点からの風力発電機の見えの大きさ（予測） 

番号 主要な眺望点 
主要な眺望点から 

事業実施想定区域の 
最寄り地点までの距離(km) 

風力発電機の 
見えの大きさ 

(最大垂直視野角)(度) 

① 
秋田市ポートタワー 
※展望台高さ約 100m 

約 17.3 約 0.4 

② 浜田浜海水浴場 約 7.9 約 1.7 

③ 
大森山展望台 

※視点高さ約 120m 
約 8.0 約 1.8 

④ 桂浜海水浴場 約 6.7 約 2.1 

⑤ 下浜海水浴場 約 3.0 約 4.6 

⑥ 道川海水浴場 約 1.3 約 10.4 

⑦ 
道の駅岩城、島式漁港公園 

※視点高さ約 10m 
約 1.7 約 7.7 

⑧ 
新鶴潟公園 

※視点高さ約 80m 
約 2.1 約 6.7 

⑨ 松ヶ崎漁港 約 1.3 約 10.7 

⑩ 
新山公園 

※視点高さ約 150m 
約 3.6 約 3.9 

⑪ 本荘マリーナ海水浴場 約 1.3 約 10.7 

⑫ 
本荘マリーナ 

※視点高さ約 2m 
約 1.5 約 8.8 

⑬ 
本荘公園 

※視点高さ約 30m 
約 4.3 約 3.3 

⑭ 
道の駅にしめ 

※視点高さ約 8m 約 1.7 約 7.9 

⑮ 西目海水浴場 約 1.4 約 9.8 

⑯ 
浜館公園 

※視点高さ約 100m 約 1.8 約 4.5 

⑰ 平沢海水浴場 約 1.8 約 7.7 

⑱ 
潮風公園 

※視点高さ約 2m 
約 2.8 約 4.9 

⑲ 
望海の丘 

※視点高さ約 200m 
約 7.0 約 2.0 

⑳ 
高森眺望台 

※視点高さ約 270m 
約 5.2 約 2.8 

㉑ 
ひばり荘（仁賀保高原） 

※視点高さ約 530m 約 9.7 約 1.5 

注：1．風力発電機が眺望点から水平の位置に見えると仮定し、最大垂直視野角を計算した。 
2．風力発電機の手前に存在する樹木や建物等及び「b.主要な眺望点からの風力発電機の視認可能性」の予測結

果（可視領域）は考慮しないものとした。 
3. 眺望点の高さは、国土地理院の基盤地図情報（10m 標高メッシュ）を用いて設定した（海水浴場は 0m と設定） 
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なお、参考として、見えの大きさ（垂直視野角）について、「自然との触れ合い分野の環

境影響評価技術（Ⅱ） 調査・予測の進め方について ～資料編～」（環境省 自然との触

れ合い分野の環境影響評価技術検討会中間報告、平成 12年）における知見は表 4.3-18及び

図 4.3-10 のとおりである。 

 

表 4.3-18 見えの大きさ（垂直視野角）について（参考） 
 
人間の視力で対象をはっきりと識別できる見込角の大きさ（熟視角）は、研究例によって解釈が異な

るが、一般的には 1～2 度が用いられている。 

垂直見込角※の大きさに応じた送電鉄塔の見え方を下表に例示するが、これによれば、鉄塔の見込角

が 2 度以下であれば視覚的な変化の程度は小さいといえる。 
 

表 垂直視角※と送電鉄塔の見え方（参考） 

垂直視角 鉄塔の場合の見え方 

0.5 度 輪郭がやっとわかる。季節と時間（夏の午後）の条件は悪く、ガスのせいもある。 

1 度 十分見えるけれど、景観的にはほとんど気にならない。ガスがかかって見えにくい。 

1.5～2 度 

シルエットになっている場合には良く見え、場合によっては景観的に気になり出す。シ

ルエットにならず、さらに環境融和塗色がされている場合には、ほとんど気にならな

い。光線の加減によっては見えないこともある。 

3 度 比較的細部まで見えるようになり、気になる。圧迫感は受けない。 

5～6 度 
やや大きく見え、景観的にも大きな影響がある（構図を乱す）。架線もよく見えるよう

になる。圧迫感はあまり受けない（上限か）。 

10～12 度 
眼いっぱいに大きくなり、圧迫感を受けるようになる。平坦なところでは垂直方向の景

観要素としては際立った存在になり周囲の景観とは調和しえない。 

20 度 見上げるような仰角にあり、圧迫感も強くなる。 

〔「景観対策ガイドライン（案）」（UHV 送電特別委員会環境部会立地分科会、昭和 56 年）〕 

「自然との触れ合い分野の環境影響評価技術（Ⅱ） 調査・予測の進め方について ～資料編～」 

（環境省 自然との触れ合い分野の環境影響評価技術検討会中間報告、平成 12 年）より作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「自然との触れ合い分野の環境影響評価技術（Ⅱ） 調査・予測の進め方について ～資料編～」 

（環境省 自然との触れ合い分野の環境影響評価技術検討会中間報告、平成 12 年）より作成  

図 4.3-10 見えの大きさ（垂直視野角）について（参考）  

                                                        
※ 参考として掲載している文献等において使用されている「垂直視角」及び「垂直見込角」の用語は、本図書にお

いて使用している「垂直視野角」の用語と同意義である。 
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3. 評 価

(1)評価手法

予測結果を基に、重大な環境影響の回避又は低減が将来的に可能であるかを評価した。

(2)評価結果

① 主要な眺望点及び景観資源の直接改変の有無

主要な眺望点及び景観資源は、いずれも事業実施想定区域に含まれず、直接的な改変は

生じないことから、重大な影響はないと評価する。 

② 主要な眺望景観の変化の程度

主要な眺望景観については、以下のとおりである。

風力発電機の介在の可能性について、「鳥海山」、「象潟泥流堆積物」、「岩見川流域河岸段

丘」、「岩見川右岸段丘」等の 42 箇所の景観資源へ介在の可能性があるが、主要な眺望景観

の状況及びそれに対する影響については、今後の現地調査により補足する。 

主要な眺望点からの風力発電機の視認可能性について、すべての主要な眺望点から風力

発電機が視認され環境影響を受ける可能性がある。 

主要な眺望点からの風力発電機の見えの大きさについて、「垂直視角と送電鉄塔の見え方

（参考）」（表 4.3-18）によると、距離が近い「道川海水浴場」、「本荘マリーナ海水浴場」、

「松ヶ崎漁港」及び「西目海水浴場」からの風力発電機の見えの大きさは、配置によっては

「眼いっぱいに大きくなり、圧迫感を受けるようになる。平坦なところでは垂直方向の景観

要素としては際立った存在になり周囲の景観とは調和しえない。」程度となる可能性がある。

また、「道の駅岩城、島式漁港公園」、「新鶴潟公園」、「本荘マリーナ」、「道の駅にしめ」及

び「平沢海水浴場」からの風力発電機の見えの大きさは、配置によっては「やや大きく見え、

景観的にも大きな影響がある（構図を乱す）」可能性がある。 

今後の環境影響評価手続き及び詳細設計においては、以下に示す事項に留意することに

より、重大な影響を回避又は低減できる可能性が高いと評価する。 

・主要な眺望点の主眺望方向や主眺望対象、眺望点の利用状況を踏まえて、風力発電機

の配置を検討する。

・主要な眺望点から撮影した写真に発電所完成予想図を合成する方法（フォトモンター

ジュ法）によって、主要な眺望景観への影響について予測し、必要に応じて風力発電

機の配置の再検討等の環境保全措置を検討する。

・風力発電機の塗装色を環境融和塗色で検討する。
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4.4 総合的な評価 

重大な環境影響が考えられる項目についての評価の結果は、表 4.4-1 のとおりである。 

騒音及び超低周波音、風車の影、動物、植物（海域）及び景観については、今後の環境影響

評価における現地調査を踏まえて環境保全措置を検討することにより、重大な影響を回避又は

低減できる可能性が高いと評価する。 

今後、方法書以降の手続き等において、より詳細な調査を実施し、風力発電機の配置等及び

環境保全措置を検討することにより、環境への影響を回避又は低減できるよう留意するものと

する。 

表 4.4-1(1) 重大な環境影響が考えられる項目についての評価の結果 

環境要素 評価結果 方法書以降の手続き等において留意する事項 

騒音及び 

超低周波音 

事業実施想定区域から、配慮が特に必要な施設等

までの最短距離は、約 1.0km である。また、事業実

施想定区域から 2.0km の範囲における配慮が特に必

要な施設等は合計 6,059 戸で、このうち住宅等が

6,038 戸、住宅等以外が 21 戸である。 

上記の状況を踏まえ、今後の環境影響評価手続き

及び詳細設計において、右に示す事項に留意するこ

とにより、重大な影響を回避又は低減できる可能性

が高いと評価する。 

・配慮が特に必要な施設等からの距離に留意し

て、風力発電機の配置及び機種を検討する。

・超低周波音を含めた音環境を把握し、風力発

電機の選定状況に応じたパワーレベルを設定

したうえで予測計算を行うとともに、騒音及

び超低周波音の影響の程度を把握し、必要に

応じて環境保全措置を検討する。予測計算に

際しては、地形による回折効果、空気吸収の

減衰及び地表面の影響による減衰を考慮す

る。

風車の影 

事業実施想定区域から、配慮が特に必要な施設等

までの最短距離は、約 1.0km である。また、事業実

施想定区域から 2.0km の範囲における配慮が特に必

要な施設等は合計 6,059 戸で、このうち住宅等が

6,038 戸、住宅等以外が 21 戸である。 

上記の状況を踏まえて、今後の環境影響評価手続

き及び詳細設計において、右に示す事項に留意する

ことにより、重大な影響を回避又は低減できる可能

性が高いと評価する。 

・配慮が特に必要な施設等からの距離に留意し

て風力発電機の配置及び機種を検討する。

・風車の影の影響範囲及び時間を数値シミュレ

ーションにより把握し、必要に応じて環境保

全措置を検討する。
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表 4.4-1(2) 重大な環境影響が考えられる項目についての評価の結果 

環境要素 評価結果 方法書以降の手続き等において留意する事項 

動物 

樹林、草地、水辺（河川、湖沼）等の陸域を主

な生息環境とする重要な種については、主な生息

環境は事業実施想定区域外であり、改変を行わな

いことから、重大な影響はないと評価する。 

一方、海洋及び水辺（海岸、干潟）を主な生息

環境とする重要な種及び海域に生息する種につい

ては、地形改変及び施設の存在並びに施設の稼働

による生息環境の変化に伴う影響が生じる可能性

がある。 

陸域における動物の注目すべき生息地として

は、「スズムシとその生息地」及び「ホトケドジ

ョウとその生息地」の天然記念物、18 か所の鳥獣

保護区が事業実施想定区域の周囲に存在するが、

事業実施想定区域は全て海域であり、陸域への改

変は行わない計画であるため、直接改変による重

大な影響はないと予測する。しかしながら、コウ

モリ類や渡り鳥が移動する際に影響が及ぶ可能性

が考えられる。また、事業実施想定区域の周囲に

集団飛来地として指定されている鳥獣保護区が存

在していることから、渡り鳥が移動する際に影響

が及ぶ可能性がある。

一方、海域における注目すべき生息地として

は、にかほ市島周辺の沿岸域が「生物多様性の観

点から重要度の高い海域」に指定されており、注

目すべき生息地への影響が生じる可能性がある。 

海洋及び水辺（海岸、干潟）を主な生息環境と

する重要な種及び海域に生息する種、海域におけ

る注目すべき生息地については影響が生じる可能

性があると予測したが、右に示す事項に留意する

ことにより、重大な影響を回避又は低減できる可

能性が高いと評価する。 

・動物の生息状況を現地調査等により把握

し、また、重要な種及び注目すべき生息地

への影響の程度を適切に予測し、必要に応

じて環境保全措置を検討する。

・特にガン・カモ・ハクチョウ類等の渡り鳥

の移動ルート、海鳥の生息状況、洋上にお

けるコウモリ類の飛翔状況、常在性の高い

海棲哺乳類や魚類等の生息状況にも留意し

て調査を実施し、予測を行う。

植物 

海域に生育する種については、改変による生育

環境の変化に伴う影響が生じる可能性があると予

測するが、右に示す事項に留意することにより、

重大な影響を回避又は低減できる可能性が高いと

評価する。 

・海生植物の生育状況及び藻場の現況を現地

調査等により把握し、また、海生植物への

影響の程度を適切に予測し、必要に応じて

環境保全措置を検討する。
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表 4.4-1(3) 重大な環境影響が考えられる項目についての評価の結果 

環境要素 評価結果 方法書以降の手続き等において留意する事項 

景観 

①主要な眺望点及び景観資源の直接改変の有無

主要な眺望点及び景観資源は、いずれも事業実施

想定区域に含まれず、直接的な改変は生じないこと

から、重大な影響はないと評価する。 

②主要な眺望景観の変化の程度

主要な眺望景観については、以下のとおりである。

風力発電機の介在の可能性について、「鳥海

山」、「象潟泥流堆積物」、「岩見川流域河岸段丘」、

「岩見川右岸段丘」等の 42 箇所の景観資源へ介在

の可能性があるが、主要な眺望景観の状況及びそ

れに対する影響については、今後の現地調査によ

り補足する。 

主要な眺望点からの風力発電機の視認可能性につ

いて、すべての眺望点から風力発電機が視認される

可能性がある。 

主要な眺望点からの風力発電機の見えの大きさに

ついて、「垂直視角と送電鉄塔の見え方（参考）」

（表 4.3-18）によると、距離が近い「道川海水浴

場」、「本荘マリーナ海水浴場」、「松ヶ崎漁港」及び

「西目海水浴場」からの風力発電機の見えの大きさ

は、配置によっては「眼いっぱいに大きくなり、圧

迫感を受けるようになる。平坦なところでは垂直方

向の景観要素としては際立った存在になり周囲の景

観とは調和しえない。」程度となる可能性がある。

また、「道の駅岩城、島式漁港公園」、「新鶴潟公

園」、「本荘マリーナ」、「道の駅にしめ」及び「平沢

海水浴場」からの風力発電機の見えの大きさは、配

置によっては「やや大きく見え、景観的にも大きな

影響がある（構図を乱す）」可能性がある。 

今後の環境影響評価手続き及び詳細設計において

は、右に示す事項に留意することにより、重大な影

響を回避又は低減できる可能性が高いと評価する。 

・主要な眺望点の主眺望方向や主眺望対象、

眺望点の利用状況を踏まえて、風力発電機

の配置を検討する。

・主要な眺望点から撮影した写真に発電所完

成予想図を合成する方法（フォトモンター

ジュ法）によって、主要な眺望景観への影

響について予測し、必要に応じて風力発電

機の配置の再検討等の環境保全措置を検討

する。

・風力発電機の塗装色を環境融和塗色で検討

する。
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